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　　　ご あ い さ つ

小矢部市は、富山県の西の玄関口で、散居村で有名な砺波平野の北西に位置し、高岡

市、砺波市、南砺市、石川県金沢市及び津幡町と境を接しています。砺波平野を貫流す

る小矢部川に育まれた穀倉地帯であり、古くから小矢部川を利用した水運の発達によ

り、加賀藩の藩倉が置かれたことから、宿場町・城下町として栄えてきました。

現在は、北陸自動車道、東海北陸自動車道及び能越自動車道が交差する高速交通網の

優位な地点に位置しており、2015年３月には北陸新幹線が開業し、同年７月には日本

海側初となるアウトレットモールがオープンするとともに、同年から駅を中心とした賑

わい創出に向けて石動駅周辺整備事業を進め、2018年11月には南北自由通路及び新駅

舎が完成するなど、小矢部市はこれまで以上に大きな注目を集めています。

一方、本市では人口減少や少子高齢化が進行するとともに、国内では地方創生の名の

もとに、都市間競争が激しくなるなか、社会経済情勢の変化や市民ニーズの多様化など

様々な課題への対応が求められております。

このため、第６次小矢部市総合計画の計画期間が終了を迎えるにあたり、本市を取り

巻く環境の変化や人口減少をはじめとした本市の諸課題に的確に対応するため、今後の

10年間を見据えた新たな指針となる第７次小矢部市総合計画を策定いたしました。

本計画では、第６次小矢部市総合計画に引き続き、「魅力・安心・充実　しあわせ　

おやべ」を市の将来像と定め、「住んでみたい魅力かがやくまちづくり」「住み続けたい

安心感あふれるまちづくり」「住んで良かった充実感つたわるまちづくり」の３つのま

ちづくりの基本テーマ、「魅力あふれる産業と経済活力のみなぎるまち」など６つのま

ちづくりの基本目標、そして「人をよびこむ“まちづくり”プロジェクト」など４つの

重点プロジェクトを体系的に示し、本市が抱えている課題を分野別に明らかにしなが

ら、「選択と集中」を図り、効果的かつ効率的に施策を展開し、市民一人ひとりが「小

矢部市に住んで良かった」と実感できるまちづくりを目指してまいります。

結びに、本計画の策定にあたり、終始熱心にご審議いただきました小矢部市総合計画

審議会や策定委員会専門部会の委員の皆様をはじめ、ご参画いただきました多くの市民

の皆様に心から感謝とお礼を申し上げます。

　　　　2019年３月
小矢部市長　桜 井 森 夫
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１ 第７次総合計画策定の趣旨

総合計画は、行政運営の最上位計画として、長期的な展望に立ち、まちづくりの将来像を見

据えながら、総合的に地域づくり・まちづくりを進めるための方向性を示すものです。

第６次小矢部市総合計画の計画期間が終了を迎えるにあたり、今後の10年間を見据えた新

たな指針となる総合計画を策定しました。

２ 総合計画の構成と期間

（１）計画の構成

第７次小矢部市総合計画は、「基本構想」、「基本計画」及び「実施計画」により構成します。

（２）計画の目標年次

計画の目標年次は、計画期間の最終年度である2028年度とします。

基本構想

基本計画

実施計画

… 2019年度… 2023年度… 2028年度

10年間

10年間

前期５年間 後期５年間

※ローリングの実施

基本構想

基本計画

実施計画

10年後を展望した小矢部市の将来

像を示すとともに、これを実現するた

めの基本方針などを示すものです。

基本構想に示された将来像を実現す

るために、まちづくりの施策を体系的

に定めた計画です。

基本計画に定めた施策を具体的な事

業として実現する計画です。

序　　論
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① 人口減少対策 ② 子育て支援
人口減少の進行は、消費や生産の縮小、経

済活動の低迷、税収の減少、地域活力の低下

など様々な分野への影響が懸念されており、

人口減少対策は避けて通れない課題となって

います。

家庭や地域が一体となった子育て支援や、

子どもたちが確かな学力と豊かな人間力を

育むことができる充実した教育環境の整備な

ど、実効性のある多面的な支援が求められて

います。

③ 安全・安心なくらしの充実 ④ 産業振興
災害に強くて犯罪のない、そして誰もが健

康で、安全に安心して暮らすことができるま

ちづくりが強く求められています。

本市の持つ、交通体系の要衝に位置すると

いう立地の優位性や、多様で豊富な地域資源

を活かし、新分野への進出や企業立地、ブラ

ンド化を促進するなど地域産業の育成を図

り、まちのにぎわいを創出することが求めら

れています。

⑤ 観光・交流の活性化 ⑥ 人と自然との共生
小矢部市の観光資源の魅力を深め情報発信

を行うとともに、立地の優位性を活かし、近

年増加している訪日外国人を取り込むなど市

内への誘客を促す取組を推進することが求め

られています。

誰もが住みよいと感じるまちづくりを進め

る一方、水と緑の保全や再生可能エネルギー

の導入、省エネルギーの推進にも配慮した人

と自然が共生するまちづくりを推進すること

が求められています。

⑦市民活動の支援と協働 ⑧持続可能な行財政基盤の確立
行政情報の公開や市民参画、行政と市民と

の協働を一層推進するとともに、地域コミュ

ニティ活動に対する支援を行うなど、パート

ナーシップのまちづくりに積極的に取り組ん

でいくことが望まれます。

厳しい財政状況の中、本市を取り巻く諸課

題に的確に対応するためには持続可能な行財

政基盤を確立する必要があり、公共施設の機

能的な配置や効率的なあり方について検討す

るなど、市民の理解と協力のもと、行財政改

革のための総合的な取組などについて着実に

推進していくことが求められています。

３ 小矢部市を取り巻く環境の変化

① 富山県を上回る人口の減少と少子高齢化
本市の人口は、2015年国勢調査では30,399人で、前回の2010年国勢調査と比べると約２千人

減少しており、人口減少率は富山県全体の2.5%を上回る5.2%となっています。また、本市の65

歳以上の人口割合は、2015年国勢調査では、３人に１人以上となっており、富山県全体を上回っ

ています。

② 新たな発展の可能性
2015年には北陸新幹線が開通し、市内では大型商業施設が開業しました。さらに今後は、石

動駅周辺の整備や東海北陸自動車道の付加車線工事が予定されているなど、本市では交通の要衝

に位置する都市として新たな発展の可能性が一層高まっています。

③ 求められる持続可能な行財政基盤の確立
本市の財政状況は、歳入面では人口減少の影響などにより税収が伸び悩む一方、歳出面では少

子高齢化に伴う社会保障費の増加や人件費、公債費などにより義務的な経費の割合が高い硬直的

な財政構造となっており、今後も厳しい状況が続くと見込まれています。また、道路や橋梁等の

生活インフラ、学校などの公共施設は、近い将来には大規模改修や建て替えの時期を一斉に迎え

ることが予想されています。

４ 小矢部市の課題
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１ 目指すべき将来像

第７次小矢部市総合計画においても、前総合計画に引き続き、小矢部市の将来像を「魅力・安心・

充実　しあわせ　おやべ」と定めるとともに、「住んでみたいと思う魅力」「住み続けたいと思う安

心感」「住んでよかったと思う充実感」の３つをより一層実感できるよう、本市が定める将来像の

実現に向けた更なる伸展を目指し、「魅力」「安心」「充実」をキーワードとした３つの「まちづく

りの基本テーマ」を以下に示します。

（１）小矢部市の将来像

魅力・安心・充実　しあわせ　おやべ 

（２）まちづくりの基本テーマ

「住んでみたい魅力かがやくまちづくり」

「住み続けたい安心感あふれるまちづくり」

「住んで良かった充実感つたわるまちづくり」

特色ある地域産業の活性化や立地を活かした都市空間の創造によ

り、「人・もの・情報」の多彩な交流が図られ、若者や女性が魅力を

感じ、住んでみたいと思う魅力がかがやくまちをイメージしています。

豊かな自然環境の保全活用やバリアフリーの市街地整備を進め、治

安の良さをアピールしながら、災害に強く、環境にやさしい快適な住

空間を保つ、住み続けたいと思う安心感があふれるまちをイメージし

ています。

先人から受け継いだ地域資源や歴史文化を大切にしながら、地域の

中で、子どもを生み育てやすく、創造的な教育が展開され、市民の誰

もがいきいきと暮らすことができる、住んで良かったと思う充実感が

つたわるまちをイメージしています。

魅 力

安 心

充 実

基本構想
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２ まちづくりの基本指標

３ 土地利用の基本方針

（１）基本理念

第７次小矢部市総合計画が定める市の将来像「魅力・安心・充実…しあわせ…おやべ」の実現

に向けた更なる市勢の伸展を目指し、健康で文化的な生活環境の確保と市域の土地の均衡ある

発展を図ることを基本理念とします。

（２）土地利用の基本方針

① 均衡ある発展を促す土地利用の推進

② 自然環境との調和

③ 新たな開発を契機とした賑わいや魅力を創出

する土地利用の展開

④ 地域の実情に応じた土地利用の誘導

⑤ コンパクトシティに向けた土地利用の促進の

検討

「小矢部市人口ビジョン」に掲げた目標人口を踏まえ、2028年の目標人口を以下のとおりとします。

目標人口　２８，２００人
【現在人口　30,453人（2018年１月１日現在：小矢部市住民基本台帳人口）】

2010年 2015年 2020年 2025年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年
10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

（人）

2028年（第７次小矢部市総合計画目標年次）

28,249

26,116

21,710

14,991

小矢部市人口ビジョン

国立社会保障・人口問題研究所

2030年

32,067

市街地
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４ 施策の大綱

第７次小矢部市総合計画では、「市の将来像」、「３つのまちづくりの基本テーマ」、「６つのまち

づくりの基本目標」、「４つの重点プロジェクト」を次のような体系に位置づけます。

住んで良かった

充実感つたわる

まちづくり

住み続けたい

安心感あふれる

まちづくり

住んでみたい

魅力かがやく

まちづくり

︵
目
標
分
野
ご
と
に
施
策
を
体
系
的
に
整
理
︶

６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

基
本
テ
ー
マ

３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
像

市
の

魅
力
あ
ふ
れ
る
産
業
と
経
済
活
力
の
み
な
ぎ
る
ま
ち

人
を
よ
び
こ
む
都
市
空
間
と
多
彩
な
交
流
で
に
ぎ
わ
う
ま
ち

未
来
に
や
さ
し
い
環
境
と
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
自
治
体
経
営
を
支
え
る
ま
ち

人
を
す
こ
や
か
に
は
ぐ
く
む
教
育
と
歴
史
文
化
が
い
き
づ
く
ま
ち

心
が
や
す
ら
ぐ
健
康
と
あ
た
た
か
な
福
祉
で
支
え
合
う
ま
ち

★魅力ある

　“しごとづくり”プロジェクト

★人をよびこむ

 　“まちづくり”プロジェクト

★未来を拓く

　“ひとづくり”プロジェクト

★みんなで支え合う

　“しくみづくり”プロジェクト

４つの重点プロジェクト

（重要施策を重点・横断化）

魅 力 安 心 充 実

魅力・安心・充実　しあわせ　おやべ
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１ 基本計画の体系

６つのまちづくりの基本目標ごとに「政策」や「施策」を示します。

１ 農業・農村の振興
① 農村環境保全の推進
② 農業経営の安定化
③ 付加価値を高める農林水産業の推進
④ 農業農村基盤の整備
⑤ 地産地消の推進

２ 商工業の振興
① 市内商工業の活性化
② 地場産業の育成
③ 買い物弱者対策の推進
④ 経営改善の支援

３ 地域ブランドの振興
① 小矢部ブランドの活用拡大
② 稲葉山牧野の経営安定化

４ 中心市街地の活性化
① 都市機能の誘導
② 誘客による賑わい創出
③ まちなか定住の促進
④ 石動駅北エリア整備の促進

５ 企業立地の促進
① 誘致基盤の整備
② 誘致活動の推進
③ 企業立地支援制度の充実
④ 創業者支援の推進

６ 雇用の安定
① 雇用環境の向上
② 雇用の促進、就労への支援
③ 勤労者福祉の向上

まちづくりの基本目標１

魅力あふれる産業と経済活力のみなぎるまち

＜６政策＞　＜22施策＞

まちづくりの基本目標２

人をよびこむ都市空間と多彩な交流でにぎわうまち

＜10政策＞　＜29施策＞

まちづくりの基本目標３

未来にやさしい環境と安全安心に暮らせるまち

＜８政策＞　＜28施策＞

１ 魅力ある市街地等の形成
①市街地整備の推進

②美しい景観の創出

③都市機能を支える都市軸の形成

④総合的な土地利用施策の推進

２ 道路ネットワークの充実
①高規格道路、国道及び県道等の整備促進

②市道の整備促進

３ 上下水道の整備
①安定した水道水の供給

②下水道事業・浄化槽設置事業の計画的

な推進

４ 公園・緑地の充実
①親しみのある公園づくりの推進

②公園・緑地の整備・管理の充実

５ 住宅・宅地の充実
①住宅施策の充実

②良好な住環境づくり

③市営賃貸住宅の充実

６ 交通体系の充実
①鉄道利用の利便性の向上

②市営バス等運行体制の維持・充実

③その他の交通サービスの充実

７ 地域情報化の推進
①情報ネットワーク基盤の整備

②情報ネットワークの活用

③ケーブルテレビ事業の推進

８ 観光の振興
①観光資源の整備・活用

②観光受入態勢の充実

③観光誘客・ＰＲの充実

９ 地域間・国際交流の推進
①地域間交流の推進

②国際交流の推進

③多文化共生の推進

10移住・定住の促進
①ＵＩＪターンの促進

②地域における受入体制の確立

③おやべ暮らしの魅力発信と情報提供

④地域おこし協力隊の受入推進

１ 地球温暖化防止活動の推進
① 自然環境の保全

② 温室効果ガス排出量の削減

③ エネルギーの有効活用

２ 豊かな森の保全・活用
① 森林資源の適正な管理

② 森林資源の育成・活用

③ 治山対策

④ 生態系の保護

３ 雪に強いまちづくりの推進
① 道路除排雪の充実

② 消雪施設の整備

③ 地域ぐるみの除排雪体制の充実

４ 生活環境の保全
① ごみの収集・処理体制の充実

② 循環型まちづくりの推進

③ 環境衛生と美化推進

④ 公害の防止対策の推進

５ 防災・危機管理体制の充実
① 防災体制の充実

② 防災施設の充実

③ 災害に強いまちづくり

④ 危機管理体制の充実

６ 消防・救急体制の充実
① 消防・救急関連施設・設備の充実

② 消防力の充実・強化

③ 火災予防の推進

④ 救急・救命体制の強化

７ 交通安全対策の充実
① 交通安全活動の充実

② 交通安全施設の充実

８ 犯罪をおこさせないまちづくりの推進
① 安全なまちづくり推進センターの充実

② 防犯意識の高揚

③ 犯罪の防止

④ 消費生活の安全の確保

小矢部ブランド「バラの切り花」

基本計画
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まちづくりの基本目標４

市民と行政が協働して自治体経営を支えるまち

＜５政策＞　＜18施策＞

まちづくりの基本目標５

人をすこやかにはぐくむ教育と歴史文化がいきづくまち

＜６政策＞　＜22施策＞

まちづくりの基本目標６

心がやすらぐ健康とあたたかな福祉で支え合うまち

＜８政策＞　＜33施策＞

１ 市民と行政との協働の推進
①市政への参画機会の拡大

②市民活動の促進

③協働を推進する環境の整備

④コミュニティ活動の促進

２ 男女共同参画社会の推進
①男女平等意識啓発の推進

②男女共同参画推進体制の充実

③ワーク・ライフ・バランスの推進

３ 人権の尊重
①人権教育・啓発の推進

②相談体制の充実

③人権擁護対策の強化

４ 開かれた市政の推進
①広報・広聴の充実

②情報公開の推進

５ 持続可能な自治体経営の確立
①市民サービスの向上

②効率的かつ透明性のある行財政経営の

推進

③職員の資質向上と組織の活性化

④広域行政・事業連携の推進

⑤納税環境の充実

⑥公共施設等の適正な配置と効率的な維

持管理の実施

１ 学校教育の充実
①確かな学力を育む教育の推進

②健やかな心身を育む教育の推進

③多様なニーズに応える教職員の育成

④安全安心な学校づくりと学校教育環境

の整備

⑤小中学校規模適正化の検討と対応

⑥高等学校との連携推進

２ 青少年の健全育成
①健全な育成環境の整備

②青少年活動の充実

③家庭教育の拡充

３ 生涯にわたる学習活動の推進
①生涯学習推進体制の充実

②公民館を拠点とした地域の学習活動の

充実

③生涯学習活動内容の充実

④生涯学習環境の充実

４ 生涯スポーツの促進
①生涯スポーツ活動の充実

②生涯スポーツ施設の充実

③指導者の育成と指導体制の充実

５ 芸術・文化の振興
①芸術・文化活動の促進

②文化施設の適正な管理運営と利用促進

③文化施設の計画的な改修

６ 歴史遺産・文化財の保存と活用
①文化財等の理解・関心を高めるための

活用策の推進

②文化財や伝統文化等の継承への支援

③桜町遺跡の活用推進

１ 地域医療体制の充実と健康づくりの推進
①地域医療の充実

②救急医療体制の充実

③健康管理体制の強化

④各世代に応じた健康増進事業の充実

⑤心の健康づくりの推進

⑥健康づくり活動の推進

２ 社会保障の充実
①介護保険制度の適正かつ安定的な運営

②国民健康保険制度の適正かつ安定的な

運営

③後期高齢者医療制度の適正かつ安定的

な運営

④国民年金制度の普及・啓発

⑤生活支援制度の充実と自立の助長

３ 地域ぐるみ福祉の推進
①「福祉の心」の醸成

②地域福祉活動の促進

③福祉ボランティア活動の促進

④福祉のまちづくりの推進

４ 結婚支援の推進
①結婚活動への支援

②結婚新生活への支援

５ 妊娠・出産・子育て支援の充実
①妊娠・出産への支援

②子育て支援の充実

③ひとり親家庭等への支援

④子どもの権利の擁護

６ 就学前教育・保育の充実
①教育・保育の質の向上

②保護者の多様なニーズへの対応

７ 障害者及び障害児福祉の充実
①障害の早期発見と対応の充実

②障害のある人の権利擁護

③障害者福祉サービスの提供基盤の整備

充実

④自立と社会参加の促進

⑤障害者福祉の総合的な取組の推進

８ 高齢者福祉の充実
①超高齢社会への対応

②生きがい対策の充実

③高齢者組織への支援

④地域包括ケアシステムの推進

⑤施設サービスの充実

蟹谷学校区統合こども園イメージパース
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２ 重点プロジェクト

「選択と集中」の視点を踏まえながら、各分野を横断して取り組むべき重要な施策を「重点プロ

ジェクト」として位置付け、重点的かつ戦略的に取り組みます。重点プロジェクトの設定にあたっ

ては、人口対策に重点を置いた「おやべルネサンス総合戦略」の視点を踏まえるとともに、市民の

意識調査（市民満足度調査）の結果も踏まえ、４つのプロジェクトを掲げます。

１ 魅力ある“しごとづくり”プロジェクト

２ 人をよびこむ“まちづくり”プロジェクト

３ 未来を拓く“ひとづくり”プロジェクト

４ みんなで支え合う“しくみづくり”プロジェクト

１　魅力ある“しごとづくり”プロジェクト

地域産業の競争力強化、アウトレットモールや本市の特性を活かした魅力ある産業の創出等

による就労人口の増加

農林業における担い手の確保及び育成、生産性の向上、６次産業化等による高付加価値化の

推進、所得の向上

女性に対する起業支援や市内での就労機会の拡大により、就職時の市外への転出を抑制

２　人をよびこむ“まちづくり”プロジェクト

アウトレットモールを拠点とし、自然景観、祭り、寺院等の地域資源や「義仲・巴」「メル

ヘン」等のテーマ性を重視した観光ルートの確立等による交流人口の増加

中核市や海・山等へ短時間で行くことができる優位性や利便性を活かした、人口流出の抑

制、市外からの移住の促進

自然環境や歴史的資源を活かす道路・交通ネットワークの充実、“メルヘンの街”をコンセ

プトとした石動駅周辺整備や中心市街地の活性化による若者や女性にとって魅力あるまちづ

くり

３　未来を拓く“ひとづくり”プロジェクト

若者の出会い・交流の推進、「結婚」「妊娠」「出産」「子育て」までの一貫した支援の強化、

近居も含むおやべ型三世代同居モデルの推進

確かな学力と豊かな人間力を育む環境の整備により、小矢部市を担う人づくりを推進

ワーク・ライフ・バランスの実現等により、若者・女性の能力や感性を最大限に活かした経

済活動を促進

４　みんなで支え合う“しくみづくり”プロジェクト

地域生活の再生やネットワークづくりにより、市民が安心して暮らせる生活環境を整備

地域医療体制の充実等、地域包括ケアシステムの推進により、健康寿命を延伸

とやま呉西圏域都市圏ビジョンに基づく連携事業を推進し、圏域全体の経済成長のけん引や

生活関連機能サービスの向上
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３ 計画推進の方針

この計画に盛り込まれた政策に着実に取り組み、その目標を実現するため、横断的に考慮すべき

次の「計画推進の方針」に基づき計画を推進します。

（１）市民と行政との協働による計画の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

この計画では、第６次小矢部市総合計画と同様に、政策ごとに「期待する市民参加・市民と行

政との協働」を示しました。市と市民、各種団体、ＮＰＯ、企業などが、知恵と力を出し合い、

互いに協力しながら、新しい協働関係のもと、目標の達成を目指したいと考えます。

（２）行政の連携　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市民の豊かで安心な生活を実現するため、計画を着実に推進することが重要です。

この計画の実現のためには、国・県や広域圏等の関連計画との整合が必要であり、関係機関と

の連携を強化しながら取組を進めます。

また、重点プロジェクトをはじめ、分野を越えた政策の実現のために、組織横断的な連携によ

る推進体制の充実を図ります。

（３）成果重視の管理と評価（成果重視のマネジメントシステムと予算との連携）　　　　　

政策目標の達成状況の評価にあたっては、成果を重視する評価に努め、具体的には、政策ごと

の「目標とする指標」に対応するデータを活用しながら、市民が参加した第三者による評価（外

部評価）や市議会における事務事業評価の結果を踏まえ、総合的に検証していきます。

そして、その検証結果を、事業の企画や見直し、廃止などに結びつけ、次年度の予算に反映さ

せていきます。

進行管理に当たっては、PDCAサイクル［計画策定(Plan)→実行(Do)→評価(Check)→改善

(Action)］の考えに基づき、継続的な仕組みにより進めます。

外部評価委員会「意見書提出」
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魅力あふれる産業と経済活力のみなぎるまち

４ 基本計画各論（基本目標別計画）

まちづくりの

基本目標１

１　農業・農村の振興
政策の目標

効率的で安定的な農業経営を行う担い手の育成を推進し、豊かな農村と強い農業構造を目
指します。

施　策
①農村環境保全の推進　②農業経営の安定化　③付加価値を高める農林水産業の推進
④農業農村基盤の整備　⑤地産地消の推進… ➡施策の内容は、28ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

農村環境保全事業への参加と協力　集落営農組織への理解と協力
需要に応じた米生産への理解と協力　地場産食材の活用と消費

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

担い手への農地集積率
効率的かつ安全な農業経営が地域の
農用地に占める面積割合

75.7%
（2017年度）

90%

鳥獣による農作物被害額 鳥獣による農作物被害額
533万円

（2017年度）
221万円

２　商工業の振興
政策の目標 商工団体との連携を図り、魅力ある地場産業の育成と安定的運営への支援を目指します。

施　策
①市内商工業の活性化　②地場産業の育成　③買い物弱者対策の推進　④経営改善の支援
… ➡施策の内容は、28ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

市内での積極的な買い物

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

製造品出荷額等（製造業） 市内の年間製造品出荷額等
742億円

（2016年）
現状維持

商品販売額（小売業） 市内年間商品販売額
282億円

（2016年）
現状維持

３　地域ブランドの振興

政策の目標
小矢部産品の安定した供給と新規開発を図るとともに、販路拡大を推進することにより地
域ブランドの振興を目指します。また、稲葉山牧野は、耕蓄連携を推進することで公共牧
場としての新たな役割を担うとともに、出荷頭数の拡大を図り、経営安定化を目指します。

施　策
①小矢部ブランドの活用拡大　②稲葉山牧野の経営安定化
… ➡施策の内容は、28ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

地域産品への理解と消費拡大　地域資源を活用した新製品の開発等　地元企業の情報発信とＰＲ
圃場からの稲わら・籾殻収集に対する協力　地元での稲葉メルヘン牛の消費拡大

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

小矢部ブランド認定件数 小矢部ブランドの認定産品数
14件

(2017年度)
20件

稲葉山牧野和牛の出荷頭数 稲葉山牧野の和牛の年間出荷頭数
76頭

（2017年度）
110頭
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４　中心市街地の活性化
政策の目標

各種団体と連携し、イベントの支援やまちなかへの誘客等による賑わいの創出を目指しま
す。

施　策
①都市機能の誘導　②誘客による賑わい創出　③まちなか定住の促進
④石動駅北エリア整備の促進… ➡施策の内容は、29ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

中心市街地における各種イベントへの協力や参加
商工会など関係団体との協働による空き店舗の利用

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

中心市街地通行者数
県道小矢部伏木港線（街かどサロン
前）の往復通行者数（10時間 )

297人
（2017年度）

350人

５　企業立地の促進
政策の目標

地域の優位性を活かす企業立地と地域に根ざす新規創業を促進し、地域経済の発展を目指
します。

施　策
①誘致基盤の整備　②誘致活動の推進　③企業立地支援制度の充実
④創業者支援の推進… ➡施策の内容は、29ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

企業の進出に対する周辺住民の理解　企業、市民間の良好な関係づくり

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

工場立地件数（累計）
工場、研究所の建設を目的として
1,000㎡以上の用地を取得・賃貸し
た件数（工場立地動向調査）

20社
(2017年度）

40社

商業インキュベータ独立件数
商業インキュベータから巣立ち、市
内で開業する商業者の数

０件
（2017年度）

３件

６　雇用の安定
政策の目標

勤労者の福祉向上を図ることにより、労働環境の改善と、新たな雇用の場の確保と創出を
目指します。

施　策
①雇用環境の向上　②雇用の促進、就労への支援　③勤労者福祉の向上
… ➡施策の内容は、29ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

市内への求職、求人の働きかけ　高齢者、女性、若者、障害者、外国人などの雇用の推進

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

新規就業者数
市内企業へ新規に就労する学生等の
数

125人
（2017年度）

105人

市内事業所従業者数
統計法に基づく指定統計「経済セン
サス調査」の従業者数

15,058人
（2016年度）

12,800人
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人をよびこむ都市空間と多彩な交流でにぎわうまちまちづくりの

基本目標２

１　魅力ある市街地等の形成
政策の目標 中心市街地を核に都市機能を高め、景観に配慮した魅力的なまちづくりを推進します。

施　策
①市街地整備の推進　②美しい景観の創出　③都市機能を支える都市軸の形成
④総合的な土地利用施策の推進… ➡施策の内容は、29ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

パブリックコメント等による都市計画行政への参画　都市計画事業に関する説明会への積極的な参加
市街地の景観形成への協力

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

都市計画道路の整備率
都市計画道路延長に対する整備済

（改良済、概成済）延長の割合
64.7％

（2017年度）
68.2%

２　道路ネットワークの充実
政策の目標

高速交通に対応した基幹道路や生活道路網を整備し、安全で快適な交通の確保を目指しま
す。

施　策
①高規格道路、国道及び県道等の整備促進　②市道の整備推進
… ➡施策の内容は、29ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

道路清掃や除草作業への協力

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

橋梁の長寿命化対策（修繕）
箇所

15ｍ以上の橋梁について長寿命化
が行われた市道橋数

３橋
（2017年度）

39橋

３　上下水道の整備
政策の目標

市民の暮らしを支え、安全安心な水の提供と生活排水の適正な処理のため、効率的で利便
性の高い基盤整備を推進します。

施　策
①安定した水道水の供給　②下水道事業・浄化槽設置事業の計画的な推進
… ➡施策の内容は、30ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

給水エリア内の「安全で安定した水道水」への接続　公共下水道への速やかな接続

合併処理浄化槽の計画的な設置　下水道と合併処理浄化槽の適正な利用と維持管理

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

水道普及率 （給水人口）／（行政区域人口）
63.1％

(2017年度末)
68.2% 以上

汚水処理人口普及率
下水道に合併処理浄化槽を含めた普
及率

83.7％
(2017年度末)

93.2% 以上
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４　公園・緑地の充実
政策の目標

身近な安らぎ、スポーツやレクリエーション、交流の場として公園や緑地の整備・管理を
推進します。

施　策
①親しみのある公園づくりの推進　②公園・緑地の整備・管理の充実
… ➡施策の内容は、30ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

日常的な公園の利用　身近な公園を利用した健康づくり　美化活動への積極的な参加

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

公園遊具の健全率
（健全度判定Ａ , Ｂの遊具数）／（全
遊具数）

65.0%
（2017年度）

90%

５　住宅・宅地の充実
政策の目標

安全で安心な住まいやゆとりある生活につながる住まいなど、快適な住環境づくりを促進
します。

施　策
①住宅施策の充実　②良好な住環境づくり　③市営賃貸住宅の充実
… ➡施策の内容は、30ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

空き家及び空き地情報の提供

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

木造住宅耐震化率
住宅で耐震性が十分と推計される住
戸の率

64.0％
（2013年）

90% 以上

市営住宅のバリアフリー化率
（住戸内の段差解消・手摺り取付を
行った住宅戸数）/（全体の住宅戸数）

57.3%
（2017年度）

82.9%

老朽危険空き家（特定空家）
の除却率

（除却等を行った件数）/（特定空家
に指定した件数）

30.0％
（2017年度）

50%

６　交通体系の充実
政策の目標

生活を支える身近な公共交通網の整備充実と、年齢や障害にかかわらず誰もが安全で快適
に移動できるよう、人に優しい公共交通サービスの提供を推進します。

施　策
①鉄道利用の利便性の向上　②市営バス等運行体制の維持・充実
③その他の交通サービスの充実… ➡施策の内容は、30ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

マイレール意識（地域の鉄道を守り育てる意識）の高揚による積極的な利用
公共交通の積極的な利用とマイカー利用の自粛　交通事業者による利便性及びサービスの向上

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

メルバスの利用人数 年度毎のメルバスの利用人数
49,169人

（2017年度）
60,300人
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７　地域情報化の推進
政策の目標

インターネット及びケーブルテレビを通じ積極的に情報発信を行うとともに、発信基盤の
更なる整備を推進することで行政サービスの向上を目指します。

施　策
①情報ネットワーク基盤の整備　②情報ネットワークの活用　③ケーブルテレビ事業の推進
… ➡施策の内容は、30ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

情報サービスの積極的な利活用やインターネットを通じた地域イベント等の情報発信
市民サイドからの情報や映像の提供

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

観光・防災用フリー Wi-Fi の
設置箇所数

設置箇所の総合計
30か所

(2017年度末）
40か所

ケーブルテレビの加入率 市内のケーブルテレビ加入率
72.0%

（2017年度）
74%

８　観光の振興
政策の目標

観光資源のブラッシュアップを図り、インバウンドを含めた誘客に努めるとともに、観光
消費の拡大についても積極的に推進します。

施　策
①観光資源の整備・活用　②観光受入態勢の充実　③観光誘客・ＰＲの充実
… ➡施策の内容は、31ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

市民の観光客に対するおもてなしの気持ちの醸成
市内観光地及び景勝地における美化清掃や観光案内等のボランティア活動
市外における市民による観光ＰＲ（小矢部愛の醸成）　市民協働によるイベント開催への協力体制
市内施設の積極的な利用

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

観光客入込数 市内観光地、祭り等年間来客総数
122万人

（2017年）
140万人

観光ボランティアガイド申込数 おやべメルヘンガイドの実施回数

72回
(2013〜2017年度

の最高値)
80回

９　地域間・国際交流の推進
政策の目標

住んでいる地域や国籍を問わず、相手を理解しながら、市民が中心となった幅広い交流を
促進します。

施　策
①地域間交流の促進　②国際交流の推進　③多文化共生の推進
… ➡施策の内容は、31ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

交流事業や交流イベントへの積極的な参加　市民や市民団体による主体的な交流活動の展開

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

国際交流・多文化共生に関す
るイベント数

イベントの開催回数
年１回

（2017年度）
年４回
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10　移住・定住の促進
政策の目標 移住・定住を促進するため、各種施策を推進し、移住者数と定住人口の増大を目指します。

施　策
①ＵＩＪターンの促進　②地域における受入体制の確立
③おやべ暮らしの魅力発信と情報提供　④地域おこし協力隊の受入推進
… ➡施策の内容は、31ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

移住者受入れに関する意識の高揚　市民自らの移住・定住応援者としての活躍

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

社会動態
（年間の転入者数）－（年間の転出
者数）

△36人
（2017年）

50人

地域おこし協力隊の任期終了後

の定着率

地域おこし協力隊受入事業開始時から

の定着率

75.0％
（2017年度）

75% 以上

未来にやさしい環境と安全安心に暮らせるまちまちづくりの

基本目標３

１　地球温暖化防止活動の推進
政策の目標

地球の自然環境を守るため、市民への意識啓発や活動支援など、地球温暖化防止の取組を
推進します。

施　策
①自然環境の保全　②温室効果ガス排出量の削減　③エネルギーの有効活用
… ➡施策の内容は、31ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

節水及び節電への心がけ　環境問題に取り組む活動への参加
自然環境に対する深い関心と理解

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

温室効果ガス排出量
本市が有する公共施設の温室効果ガ
ス排出量

6,860ｔ‐CO2

（2013年度）
4,751ｔ‐CO2

２　豊かな森の保全・活用
政策の目標

森林を育て、活用することにより、豊かな水と緑に囲まれた里山を形成し、自然に包まれ
た環境づくりを推進します。

施　策
①森林資源の適正な管理　②森林資源の育成・活用　③治山対策　④生態系の保護
… ➡施策の内容は、32ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

森林の公益的機能の重要性についての理解　森づくりのボランティア活動などの森林の保全活動への参加
里山の適正維持管理への参加　市産材の活用

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

里山再生整備面積
里山林の再生整備面積

（小矢部市森づくりプランによる）
14.8ha

（2017年度）
15ha

おやべの木年間利用量 市産材の利用量
27.4㎥

（2017年度）
50㎥
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３　雪に強いまちづくりの推進
政策の目標

降積雪時においても、市民生活や産業経済活動が円滑に行われるよう、市民と行政が一体
となり雪に強いまちづくりを推進します。

施　策
①道路除排雪の充実　②消雪施設の整備　③地域ぐるみの除排雪体制の充実
… ➡施策の内容は、32ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

地域サポートによる雪処理が困難な高齢者・障害者などに対する支援
協働して冬期の道路交通を確保するための道路除雪への協力

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

消雪施設リフレッシュ延長 消雪施設の更新延長
4,626ｍ

（2017年度）
19,600ｍ

４　生活環境の保全
政策の目標

市民と行政が協力し、将来にわたって衛生的な生活環境で、快適に住むことができるまち
づくりを推進します。

施　策
①ごみの収集・処理体制の充実　②循環型まちづくりの推進
③環境衛生と美化推進　④公害の防止対策の推進… ➡施策の内容は、32ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

ごみの分別収集の徹底　生ごみに対する一絞り活動への参加
「３０１５運動」など食品ロス削減運動の実践
不法投棄等を許さない意識の徹底と不法投棄防止活動への参加　３Ｒへの取組の推進
企業の協力による資源回収の推進

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

ごみの排出量 一般廃棄物の排出量
9,467t

(2017年度)
8,250t 以下

ごみの再生利用率
（総資源化量）/（一般廃棄物の排出
量）

14.8％
(2017年度)

16% 以上

埋立ごみ搬入量 総最終処分量
1,697t

(2017年度)
1,180t 以下

５　防災・危機管理体制の充実
政策の目標 市民が安全で安心して暮らせるよう、災害等に強いまちづくりを推進します。

施　策
①防災体制の充実　②防災施設の充実　③災害に強いまちづくり
④危機管理体制の充実… ➡施策の内容は、32ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

日頃からの防災訓練等への参加　災害に対する備蓄の推進
災害復旧時のボランティア活動への参加

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

防災訓練を実施した地区数 実施地区数
11地区

(2017年度)
18地区

防災士数 日本防災士機構が認定した防災士数
69人

(2017年度)
130人
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６　消防・救急体制の充実
政策の目標

消防・救急関連施設や設備の充実を図ることにより、火災や事故、災害に対する対応能力
を高め、市民生活の安全確保に対する取組を推進します。

施　策
①消防・救急関連施設・設備の充実　②消防力の充実・強化
③火災予防の推進　④救急・救命体制の強化… ➡施策の内容は、33ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

応急手当・防火講習会等への参加による応急手当技術や火災予防知識の習得
消防団活動の重要性の理解と各種活動への参加
住宅用火災警報器の設置　地区防災訓練などへの参加

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

一般救命講習の受講者数 一般救命講習の年間受講者数
1,114人

（2017年度）
1,300人

消防団員の充足率 消防団員の充足率
90.7%

(2017年度末)
100%

７　交通安全対策の充実
政策の目標 市民一人ひとりが正しい交通安全意識を持ち、安心して生活できるまちづくりを推進します。

施　策 ①交通安全活動の充実　②交通安全施設の充実… ➡施策の内容は、33ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

交通ルールの遵守による交通安全意識の向上と思いやりの運転実施
街路灯（防犯灯）の球切れ等の情報提供　交通安全施設等の破損などの情報提供

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

交通事故発生件数 市内での交通事故発生件数
85件

(2013〜2017年の
最小数値)

76件

高齢者が関係する交通事故発
生件数

高齢者が被害者又は加害者となった
交通事故発生件数

24件
(2013〜2017年の

最小数値）
24件以下

８　犯罪をおこさせないまちづくりの推進
政策の目標 安全で安心して暮らせる犯罪のないまちづくりを推進します。

施　策
①安全なまちづくり推進センターの充実　②防犯意識の高揚
③犯罪の防止　④消費生活の安全の確保… ➡施策の内容は、33ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

地域の防犯団体への参加及び自主的な防犯パトロールの実施
防犯カメラやカギかけによる住宅の安全対策の実施
地域内での声かけ運動や、防犯のぼり旗の設置
消費者被害の未然防止等を目的とした消費生活講座への参加

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

刑法犯認知件数
小矢部警察署管内における刑法犯認
知件数

68件
(2013〜2017年の

最小数値)
68件以下

防犯カメラの設置数
犯罪の未然防止を目的に、街頭に設
置した防犯カメラの数

23台
(2017年度)

50台
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市民と行政が協働して自治体経営を支えるまちまちづくりの

基本目標４

１　市民と行政との協働の推進
政策の目標

市民と行政とがそれぞれの役割を明確にしながら、真の豊かさが実感できる地域社会を実
現するため、市民、ボランティア、ＮＰＯなどが行政とともにまちづくりを推進します。

施　策
①市政への参画機会の拡大　②市民活動の促進　③協働を推進する環境の整備
④コミュニティ活動の促進… ➡施策の内容は、33ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

市政の担い手は市民であるという認識と様々な機会における市政への参画
身近な地域活動への積極的な参加　市内各種団体と行政との連携強化
本市が設置する各種審議会等での委員募集に対する積極的な応募

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

ＮＰＯ法人数 市内で設立されたＮＰＯ法人の数
15法人

（2017年度）
20法人

おやべ型１％まちづくり事業
の採択数

おやべ型１％まちづくり事業の採択
数

84事業
(2013〜2017年度
の最大採択数)

84事業以上

２　男女共同参画社会の推進
政策の目標

男性も女性も、自立した人間として、家庭・地域・職場などのあらゆる場で輝く男女共同
参画社会の実現に向けた取組を推進します。

施　策
①男女平等意識啓発の推進　②男女共同参画推進体制の充実
③ワーク・ライフ・バランスの推進… ➡施策の内容は、34ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

職場における仕事と家庭の両立支援の推進　男女共同参画意識の向上
イクボス宣言事業所の拡大　女性の各種団体への参加の促進

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

本市が設置する審議会等にお
ける女性委員の割合

本市が設置する審議会等における女
性委員の割合

28.7%
（2017年度）

40%

男女共同参画に対する理解・
認識を深めるための講座や講
演への参加者数

男女共同参画に対する理解・認識を
深めるための講座や講演への参加者
数

345人
（2017年度）

500人

３　人権の尊重
政策の目標 市民一人ひとりの基本的人権が尊重される、差別や偏見のない明るい地域社会を目指します。

施　策
①人権教育・啓発の推進　②相談体制の充実　③人権擁護対策の強化
… ➡施策の内容は、34ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

人権問題に対する講演会や研修会への参加
人権侵害に係る事象を発見した場合の迅速な関係機関への連絡

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

人権研修会の参加者数
一般対象と市職員対象の研修会・講
演会参加人数

210人
（2017年度）

400人

人権に関する啓発活動回数
啓発活動の回数（ケーブルテレビ、
ホームページ、広報おやべ等）

10回
（2017年度）

20回
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4　開かれた市政の推進
政策の目標

市政の現状を分かりやすく市民に伝え、市民の意見が反映される開かれた市政を推進しま
す。

施　策 ①広報・広聴の充実　②情報公開の推進… ➡施策の内容は、34ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

市政出前講座「めるへん市民塾」の積極的な利用　市政に関する意見や要望、提案等

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

市政出前講座「めるへん市民
塾」開催数

「めるへん市民塾」の開催数
21回

（2017年度）
40回

５　持続可能な自治体経営の確立
政策の目標 効率的な行財政経営と市民サービスの質的向上に向けた取組を推進します。

施　策

①市民サービスの向上　②効率的かつ透明性のある行財政経営の推進
③職員の資質向上と組織の活性化　④広域行政・事業連携の推進
⑤納税環境の充実　⑥公共施設等の適正な配置と効率的な維持管理の実施
… ➡施策の内容は、34ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

小矢部市行財政改革推進市民会議等への参加　電子申請の利用
納税意識の高揚と口座振替等による納期内納付の推進
小矢部市公共施設再編計画の進捗状況検証及び計画見直しに対する意見提出等

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

実質公債費比率 収入に占める実質的な公債費の割合
15.1％

（2017年度）
18％未満

市税収納率 市税調定額に対する収納率
96.28%

（2017年度）
96.5%

公共施設等の総延床面積の縮
減率

2016年度を基準とした公共施設等
の総延床面積の縮減率

0.0%
（2016年度）

８%

市長への手紙 タウンミーティング（埴生地区）



第７次小矢部市総合計画（概要版）　21

人をすこやかにはぐくむ教育と歴史文化がいきづくまちまちづくりの

基本目標５

１　学校教育の充実
政策の目標

人とのかかわりやふるさと小矢部を大切にしながら、国際化、情報化等の社会変化に対応
できる、「生きる力」を育む教育を推進します。

施　策

①確かな学力を育む教育の推進　②健やかな心身を育む教育の推進
③多様なニーズに応える教職員の育成　④安全安心な学校づくりと学校教育環境の整備
⑤小中学校規模適正化の検討と対応　⑥高等学校との連携推進
… ➡施策の内容は、35ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

ＰＴＡ活動や学校行事への参加など、学校への人的支援に対する協力
「食育活動」や「親学び講座」への参加等による家庭と学校との連携推進への協力
地域との連携による学校安全パトロール隊など、防犯活動への協力
校区在住の方を講師に招く授業やふるさと学習・14歳の挑戦など、地域との連携による学習活動への
　協力

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

特別教室のエアコン設置率
特別教室（理科室・音楽室等）への
エアコンの設置率

35.2%
（2017年度）

100%

小中学校コンピューター整備
率

学習者用コンピューター１台当たり
の児童生徒数

4.9人／台
（2017年度）

３クラスに１クラ
ス分程度

小中学校図書貸出冊数
（小中学校の学校図書館から児童生
徒に貸し出された冊数）／（児童生
徒数）

62.9冊
（2017年度）

72冊以上

２　青少年の健全育成
政策の目標

青少年の健全育成と交流・体験活動の充実に取り組み、学校・家庭・地域社会が連携して
教育力の向上を目指します。

施　策
①健全な育成環境の整備　②青少年活動の充実　③家庭教育の拡充
… ➡施策の内容は、35ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

補導活動を通して、深夜外出などを行う子ども達への声掛け
公民館活動など、子どもとの交流体験活動への参加促進
日頃からの地域の子どもに対する見守り　「親学び講座」への積極的参加　家庭教育力の向上

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

公民館における青少年対象事
業参加延べ人数

地域おやべっ子教室推進事業や各種
講座、教室など一年間の公民館にお
ける青少年対象事業の参加延べ人数

7,373人
(2016年度 )

7,400人

「親学び講座」参加者数
親を学び伝える学習プログラムを利
用して開催する講座の参加者数

411人
(2017年度 )

450人
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３　生涯にわたる学習活動の推進
政策の目標

市民一人ひとりが学習意欲に応じて学習の場を選択でき、その成果を活用できるよう生涯
学習体制や学習機会の拡充を推進します。

施　策
①生涯学習推進体制の充実　②公民館を拠点とした地域の学習活動の充実
③生涯学習活動内容の充実　④生涯学習環境の充実… ➡施策の内容は、35ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

生涯学習活動への積極的な参加　「市民せんせい」への登録を始めとする生涯学習講座等への協力
公民館事業への積極的参加と運営協力　図書館の積極的利用及び図書館活動への参加・運営協力

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

公民館利用者数 公民館利用者数
131,465人
(2017年度 )

138,000人

講座受講者数 生涯学習講座延べ受講者数
3,625人

(2017年度 )
4,000人

図書館利用者数
図書館利用者数

（図書館活動参加者数を含む）
105,243人
(2017年度 )

121,000人

４　生涯スポーツの促進
政策の目標

市民の生涯スポーツ意識の高揚に応えるとともに、健康寿命の延伸を図るため、生涯スポー
ツを楽しめる環境づくりを推進します。

施　策
①生涯スポーツ活動の充実　②生涯スポーツ施設の充実
③指導者の育成と指導体制の充実… ➡施策の内容は、36ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

健康増進のための週1回以上のスポーツ実施　スポーツ行事やイベントなどへの積極的参加
スポーツボランティア活動への参加と運営協力

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

総合型地域スポーツクラブの
会員数

ＮＰＯ法人おやべスポーツクラブの
年度末登録会員数

1,643人
（2017年度）

2,800人

市スポーツ施設の利用者数
市が所有するスポーツ施設の年間延
べ利用者数

195,758人
（2017年度）

235,000人

週１回以上スポーツを実施す
る人の割合

意識調査の集計により算出した割合
35.0％

（2016年度）
50%

５　芸術・文化の振興
政策の目標 芸術・文化活動の充実・促進により、気軽に芸術に親しめるまちづくりを推進します。

施　策
①芸術・文化活動の促進　②文化施設の適切な管理運営と利用促進
③文化施設の計画的な改修… ➡施策の内容は、36ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

個人、グループ、団体等による芸術・文化活動の主体的な実践
クロスランドおやべやアートハウスおやべで開催される芸術・文化事業やイベントへの参加
各種団体が主催する様々な芸術・文化活動への参加

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

アートハウスおやべ入場者数
年間のアートハウスおやべの入場者
数

23,515人
（2017年度）

28,200人

芸術文化連盟が行う事業数
小矢部市芸術文化連盟が市内で実施
する芸術・文化事業数

15件
（2017年度）

18件
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６　歴史遺産・文化財の保存と活用
政策の目標

文化財にふれる機会を増やすとともに、地域の伝統的行事へ参加しやすい体制を作り、保
存継承の意識醸成を促進します。

施　策
①文化財等の理解・関心を高めるための活用策の推進
②文化財や伝統文化等の継承への支援　③桜町遺跡の活用推進
… ➡施策の内容は、36ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

対象となる文化財の現状把握や聞き取り調査への協力
文化財関連企画への積極的な参加と遺跡等を支援・活用する市民活動
指定文化財等の文化的財産や地域の伝統文化等の保存・継承

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

指定文化財数 市指定の文化財の数
47件

（2017年度）
50件

伝統芸能の保存等団体数
石動曳山祭・獅子舞祭・津沢夜高あ
んどん祭の保存等団体数（保存会等）

110団体
（2017年度）

110団体

文化財活用事業への参加者数
文化財に関する講座やイベントへの
参加者数

530人
（2017年度）

600人

心がやすらぐ健康とあたたかな福祉で支え合うまちまちづくりの

基本目標６

１　地域医療体制の充実と健康づくりの推進

政策の目標
身近なかかりつけ医の普及や医療機関相互の連携により、安心で質の高い地域医療体制の
充実を図り、心身ともに健康な生活を送るための的確な保健事業の展開と主体的な健康づ
くりの取組への支援を推進します。

施　策
①地域医療の充実　②救急医療体制の充実　③健康管理体制の強化
④各世代に応じた健康増進事業の充実　⑤心の健康づくりの推進
⑥健康づくり活動の推進… ➡施策の内容は、37ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

地域における救急時の協力や応援
かかりつけ医を持ち、適切な病院のかかり方や救急車の正しい利用の理解
健康づくりボランティア活動への参加　市民一人ひとりの主体的な健康づくりへの取組

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

肺がん検診受診率
40歳以上で他に検診機会のない住
民の肺がん検診受診率

44.0%
(2017年度）

50% 以上

むし歯罹患率 ３歳児健診（歯科）の罹患率
12.6％

（2017年度）
10%

休日在宅当番医制度実施率
小矢部市医師会が日曜、祝日、盆、
年末年始に実施している休日在宅当
番医制度の実施率

100％
（2017年度）

100%

糖尿病予備群の割合
市特定健診における糖尿病予備群の
人の割合（糖尿病治療中の人を除く）

男性32.08％
女性38.93％
（2016年）

男性25％以下
女性30％以下
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２　社会保障の充実
政策の目標

介護保険や公的医療保険などの公的社会保険と公的扶助の適正かつ安定的な運営により、
市民の誰もが健康で文化的かつ安心して暮らせる環境づくりを推進します。

施　策

①介護保険制度の適正かつ安定的な運営
②国民健康保険制度の適正かつ安定的な運営
③後期高齢者医療制度の適正かつ安定的な運営
④国民年金制度の普及・啓発　⑤生活支援制度の充実と自立の助長
… ➡施策の内容は、37ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

国民健康保険税や後期高齢者医療保険料の完納
疾病の「早期発見・早期治療」や医療費適正化のための心がけ
20歳以上60歳未満の市民全員の年金制度加入と保険料の適切な納付
生活困窮者の自立支援や生活保護制度の適正かつ安定した運用のための関係機関及び地域の連携

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

特定健診受診率
市特定健診対象者に対する受診者の
割合（受診者／対象者）

53.7%
（2016年度)

60%

国民年金保険料納付率 市内国民年金保険料納付率
85.58%

(2017年度)
87%

生活困窮者自立支援事業新規
相談受付件数

生活困窮者自立支援事業新規相談受
付件数

22人
（2017年度）

33人

３　地域ぐるみ福祉の推進

政策の目標
市民一人ひとりが主役となり、人と人とのつながりを大切にするとともに、地域や各種機関、
ボランティア、福祉サービス事業者などが連携し、共に支え合う福祉のまちづくりを推進
します。

施　策
①「福祉の心」の醸成　②地域福祉活動の促進　③福祉ボランティア活動の促進
④福祉のまちづくりの推進… ➡施策の内容は、37ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

地域住民が、安心していきいきと暮らすための助け合い・支え合いのある地域福祉の推進
福祉ボランティア活動への参加や要援護者の地域生活の見守り・支援

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

福祉ボランティア活動を行っ
ている人数

市社会福祉協議会ボランティアセン
ターに登録している人数

2,663人
(2017年度）

3,000人

ケアネット活動による支援件
数

地域の要支援者に対し、地域住民等
で行う支援件数

19,179件
（2017年度）

21,000件

ケアネット活動を行うチーム
数

地域の要支援者に対し、地域住民等
で構成して支援を行うチーム数

122チーム
（2017年度）

132チーム

サマーボランティアスクール「中学生一日体験」
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４　結婚支援の推進
政策の目標

少子化対策の一環として、結婚に対する意識の醸成を図り、若者の出会い・交流を促進し、
結婚の希望を叶えることができる環境づくりを推進します。

施　策 ①結婚活動への支援　②結婚新生活への支援… ➡施策の内容は、38ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

出会い・交流機会への若者の積極的な参加　「おやべの縁結びさん」の活動への協力
事業所による従業員や市民への結婚支援活動への協力　各種団体による結婚支援活動の促進

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

出会いイベント参加者数
若者の出会いを創出するイベントへ
の参加者数

169人
（2017年度）

200人

「おやべの縁結びさん」によ
る成婚数（累計）

「おやべの縁結びさん」による成婚
数（累計）

８組
（2017年度）

30組

５　妊娠・出産・子育て支援の充実
政策の目標

妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援により、希望する数の子どもを持ち、安心して
子育てができる環境づくりを推進します。

施　策
①妊娠・出産への支援　②子育て支援の充実　③ひとり親家庭等への支援
④子どもの権利の擁護… ➡施策の内容は、38ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

子どもを地域全体で育てる意識の向上　安全安心な地域づくり活動への参加
地域における子どもたちとの交流事業への参加
子育て世代の多様な地域活動への参加による地域住民との交流
児童クラブ等の児童育成団体の活動への参加

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

子育て支援センターの年間利
用者数

利用延べ人数
18,702人

（2017年度）
20,600人

放課後児童クラブ利用者数 利用延べ人数
2,788人

（2017年度）
2,900人

６　就学前教育・保育の充実
政策の目標

乳幼児が心身ともに健やかに育つよう、多様な生活体験を通して豊かな感性や探究心を養
うなど、就学前教育と保育内容の充実を推進します。

施　策
①教育・保育の質の向上　②保護者の多様なニーズへの対応
… ➡施策の内容は、38ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

子育て世代参加型地域活動の推進　地域住民の異世代交流の推進

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

平均施設利用児童数
教育・保育施設（保育所、認定こど
も園）を利用した年間平均施設利用
児童数

969人
（2017年度）

980人
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７　障害者及び障害児福祉の充実
政策の目標

障害の有無によって分け隔てられることなく、誰もが役割と生きがいを持ち、住み慣れた
地域や自らが望む場で生涯にわたって安心して暮らし続けられる地域づくりを推進します。

施　策
①障害の早期発見と対応の充実　②障害のある人の権利擁護
③障害者福祉サービスの提供基盤の整備充実　④自立と社会参加の促進
⑤障害者福祉の総合的な取組の推進… ➡施策の内容は、39ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

障害のある人も無い人も地域で安心して生活を営むことができる地域共生社会への理解と推進
地域活動やボランティア活動への積極的な参加と協力　障害のある人の積極的な雇用

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

相談支援件数 一般相談支援事業所相談件数
3,877件

（2017年度）
4,300件

福祉施設から一般就労への移
行者数

福祉事業所等から一般就労へ移行し
た者の数

２人
（2017年度）

12人

施設・医療機関からの地域生
活移行者数

施設・医療機関等からの地域生活へ
移行した者の数

27人
（2017年度）

40人

地域生活支援拠点等の整備数 地域生活支援拠点等を整備した数
０か所

（2017年度）
１か所

８　高齢者福祉の充実

政策の目標
高齢者が知識や経験を活かし、いきいきと暮らすことができる社会をつくるとともに、生
涯にわたり安心した生活を送ることができるよう、地域包括ケアシステムの充実を推進し
ます。

施　策
①超高齢社会への対応　②生きがい対策の充実　③高齢者組織への支援
④地域包括ケアシステムの推進　⑤施設サービスの充実
… ➡施策の内容は、39ページを参照

期待する市民参加・市民と行政との協働

地域全体で高齢者を支える体制の推進
高齢者自ら主体となり、自分らしく生活しながら、地域の中で互いに支え合うことへの参画

目標とする指標 基準数値
（年度等）

目標数値
（2028年度）指　標 指標の説明

前期高齢者の要介護認定率
前期高齢者 (65歳〜74歳 ) 人口に対
する要介護の認定を受けている者の
割合（要介護者／前期高齢者数）

3.1%
(2017年度）

2.8%

ふれあいいきいきサロン参加
回数

ふれあいいきいきサロンへの60歳
人口１人当たりの年間延べ参加回数

（延べ参加者数 /60歳以上人口）

1.1回／人
(2017年度）

1.5回／人

介護予防事業
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第７次小矢部市総合計画では、「目標年次の2028年度にかかわらず、長期的な視点から継続的に

取り組むべき施策」や「具体化に向けて条件整備等が必要となる施策」など、小矢部市の飛躍につ

ながり、未来に希望が持てるような夢のある構想を「おやべ夢構想（セブン構想）」として７つに

まとめました。

若者・女性客から中高年のおじさん客までが、ゆるふわ交流できるおやべ型（小矢部にちなんだ

テーマ性があり、誰もがわくわくし、のんびりできる）の飲食店を主体とした横丁の実現を目指し

ます。

石動駅周辺や津沢エリアへ、宿泊施設や賃貸住宅、商業施設の誘致など都市機能の集約と居住誘

導を図るとともに、まちなかの空き家・空き店舗・空き地の活用促進を図り、コンパクトシティの

まちづくりと中心市街地の活性化を目指します。

商業施設の振興や市民の健康増進、そして人と人との交流促進を図るため、メルヘン、歴史、自

然がクロスするまち“おやべ”をウォーキングで散策することができるようルート開発や環境整備

を目指します。

ＡＩ技術やＩＣＴ技術の活用により、石動駅を中心に誰もが移動しやすい公共交通網の確立を目

指すとともに、石動駅を起点とし津沢地区を経由する旧加越線にちなんだ公共交通網を整備し、と

なみ野の交通結節点としての石動駅を目指します。

小矢部ブランド認定品、小矢部の特産品・農産物、そして小矢部ならではの観光資源を活用した

着地型観光商品など、「おやべ」をまるごと国内外に売り出す「おやべ商社」の設立を目指します。

多様な繊維関連企業が集積し、アウトレットモールが開業した小矢部市において、アパレル産業

の一大拠点都市としての（シリコンバレーならぬ）「アパレルバレーおやべ」の実現を目指すとと

もに、若者や女性にとって魅力のある“ファッション”と“おしゃれ”のまちづくりを目指します。

アーティストやフォトグラファー、ライター、デザイナー、エンジニア、新たなサービスを生み

出すプランナーなどあらゆる分野のクリエイターが、あらゆる創作活動ができ、世代を超えて市内

外から人が集まるエリアの創造に向けた環境づくりと仕組みづくりを目指します。

おやべ横丁ルネサンス構想

おやべまちなかルネサンス構想

ウォーキングタウンおやべ構想

石動駅となみ野交通結節点化構想

おやべ商社構想

アパレルバレーおやべ構想

クリエイタービレッジ構想

セブン構想１

セブン構想２

セブン構想３

セブン構想４

セブン構想５

セブン構想６

セブン構想７

おやべ夢構想
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施策の内容

1 農業・農村の振興
① 農村環境保全の推進

◎鳥獣による農作物被害防止対策の推進

水路・農道等の地域資源の保全活動及び質的向上

を図る活動への支援

中山間地域の農業活性化のための支援

農地利用状況調査・意向調査による荒廃農地の発

生防止

非農地判断の円滑な実施による、守るべき農地の

範囲の明確化

② 農業経営の安定化

◎担い手の確保・育成にかかわる団体（担い手育成

総合支援協議会等）への支援

◎６次産業化への支援

需要に応じた米生産の実施への支援　

集落営農組織等農業団体への支援

③ 付加価値を高める農林水産業の推進

◎畜産業を含めた循環型農業普及の支援

◎地域特産品の開発及び販路拡大の支援

富山米（メルヘン米）の品質向上支援

一億円産地づくりへの支援

都市住民の農作業体験などを通じた都市との交流

への支援

市産材の使用等による林業の振興

稚魚放流事業等による内水面漁業の振興

④ 農業農村基盤の整備

共同利用施設であるカントリーエレベーター等の

整備推進

集落営農組織等の担い手に対する機械施設等の整

備

農地中間管理事業等を活用し、地域の担い手への

経営基盤の集積・集約化

農地の大区画化、用排水路の計画的な整備更新

⑤ 地産地消の推進

学校給食等への地場産食材の活用拡大支援

地産地消活動への支援

2 商工業の振興
① 市内商工業の活性化

地元企業の新増設及び市内移転への支援

市内の商店会ポイントカード等の統一の促進

後継者等人材育成事業による支援

② 地場産業の育成

◎繊維業を始めとした企業による商品開発やブラン

ド化への支援

地元商店での購買・消費を啓発

③ 買い物弱者対策の推進

◎移動販売事業や宅配事業に取り組む市内事業者へ

の支援

交通空白地域への公共交通の運行

④ 経営改善の支援

商工団体と連携した会員等に対する経営改善指導

の推進

県や市の制度融資による資金融資の円滑化

３ 地域ブランドの振興
① 小矢部ブランドの活用拡大

◎小矢部らしい特色あるブランドの開発及び周知Ｐ

Ｒ活動の推進

地場産食材を含めた地域産品の活用拡大及び支援

各種イベント・大会・道の駅等における物産の販

売や広報宣伝の充実

インターネット等を活用した市内外への情報発信

の充実

消費者ニーズの把握や市場調査の実施

農業関係機関との連携による消費者ニーズに合っ

た農産物商品化への支援

地域イメージと合った生産性の高い品目の育成及

び支援

地元の食品加工工場と飲食店などの連携によるブ

ランドづくり

② 稲葉山牧野の経営安定化

◎稲葉山牧野の経営安定化に向けた出荷頭数の拡大

老朽化した牛舎等の施設の更新や飼育頭数拡大に

向けた新たな牛舎等の整備

耕畜連携の推進（飼料用米の活用や市内農家の稲

わら・籾殻等の利用、牛糞堆肥の圃場への還元な

どの推進）

稲葉メルヘン牛のブランド展開（市内での消費拡

大に向けた販路の開拓など）　

魅力あふれる産業と
経済活力のみなぎるまち

基本目標

１

◎は重点プロジェクト
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４ 中心市街地の活性化
① 都市機能の誘導

◎空き店舗等の有効活用の促進

商業施設、医療・福祉施設・事務所等の中心市街

地への回帰を支援

② 誘客による賑わい創出

◎大型商業施設との連携による賑わい創出と市内周

遊の推進

市民や市民団体が取り組むまちなかイベントを支

援

まちなかサロンの運営を支援

③ まちなか定住の促進
効率的で利便性の高い居住空間を創出

④ 石動駅北エリア整備の促進

◎「（仮称）石動駅北エリア整備構想」の策定による

民間資本活用の促進

５ 企業立地の促進
① 誘致基盤の整備

地理的優位性を活かした産業用地の整備

関係機関との連携による人材の育成及び確保

② 誘致活動の推進

◎産業用地に適した市有地（遊休地）への企業誘致

の推進

関係機関との連携による企業立地セミナーやビジ

ネス交流会等を通じた誘致活動の推進

民間が所有する遊休物件の活用推進

起業家誘致の推進

③ 企業立地支援制度の充実
◎販路拡大や国際規格等認証取得の支援

物流業務施設など幅広い業種に対応した企業立地

助成制度の確立

④ 創業者支援の推進

◎創業者、新分野への進出企業等に対する支援情報

の提供

商業インキュベータ使用者の独立支援

６ 雇用の安定
① 雇用環境の向上

◎女性や若者、障害者、外国人など多様な人材が働

きやすい環境づくりへの支援

◎企業におけるワーク・ライフ・バランスや多様で

柔軟な働き方等の啓発

多様な労働形態の普及啓発

② 雇用の促進、就労への支援

◎ＵＩＪターン就職の促進

若者への就労に対する意識啓発と定着の推進

高齢者や障害者の雇用・就業の促進

ハローワーク等関係機関との連携による就労支援

市内事業所への就労支援及び技能取得支援

③ 勤労者福祉の向上

中小企業に対する共済制度の普及促進

勤労者融資制度の継続

優良従業員の表彰

人をよびこむ都市空間と
多彩な交流でにぎわうまち

基本目標

２

1 魅力ある市街地等の形成
① 市街地整備の推進

◎石動駅を中心とした交通結節点の機能強化による

パーク & ライドの促進

土地区画整理事業等による市街地整備の推進

都市計画道路の整備による都市の骨格形成

② 美しい景観の創出

地域の個性を活かした都市景観づくりの推進

屋外広告物の秩序ある規制・誘導による景観の形成

③ 都市機能を支える都市軸の形成

◎社内上野本線、駅南中央線及び寄島西中野線等の

整備

地域・拠点間を結ぶ交通ネットワークの整備によ

る都市間連携軸の強化

計画的な都市計画道路の整備による都市内連携軸

の形成

石動・津沢市街地を結ぶ道路ネットワークの機能

強化

④ 総合的な土地利用施策の推進

◎空き地や空き家等の既存ストックの有効活用

開発行為の誘導適正化等による秩序ある土地利用

の推進

地籍調査の推進

2 道路ネットワークの充実
① 高規格道路、国道及び県道等の整備促進

◎国道８号の整備促進

◎東海北陸自動車道の全線４車線化整備促進

◎能越自動車道の国による一元管理と早期全線開通

に向けた取組

国道359号の整備促進

国道471号の整備促進

主要地方道砺波小矢部線を始めとした県道の整備

促進
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② 市道の整備推進

◎幹線道路網の充実

◎橋梁長寿命化修繕計画に基づく修繕工事の実施

幅員の狭い道路の改善

歩道の整備推進

道路維持管理の充実

3 上下水道の整備
① 安定した水道水の供給

◎水道事業アセットマネジメント計画を踏まえた管

路、施設等の計画的・効率的な更新や耐震対策の

推進

未普及地域への管路等の計画的な整備拡大

安定した経営のための改善・合理化

普及率向上対策のための啓発活動の強化

② 下水道事業・浄化槽設置事業の計画的な推進

◎「生活排水処理10年概成」に向けた計画的な下水

道整備

◎合併処理浄化槽の普及促進

水洗化率向上対策のための啓発活動の強化

下水道ストックマネジメント計画の策定及び当該

計画に基づく適正な更新や耐震対策の推進

計画的な経営基盤の強化・財政マネジメントの向上

4 公園・緑地の充実
① 親しみのある公園づくりの推進

市民が身近で安全に楽しめる公園づくりの推進

スポーツやレクリエーションの拠点としての公園

の充実

地域や時代のニーズに応じた形態への再整備

② 公園・緑地の整備・管理の充実

◎効率的な維持管理を進めるための長寿命化対策の

推進

設置目的を考慮した適正な管理

倶利伽羅県定公園、稲葉山・宮島峡県定公園等に

おける自然環境保全の推進

防災上有効な機能を備えた公園の整備

公園美化ボランティアグループ等への支援

5 住宅・宅地の充実
① 住宅施策の充実

◎市内居住者の住宅取得に対する支援

◎転入者の住宅確保への支援

◎空き家等を活かした住宅整備に対する支援

◎老朽危険空き家の除却への支援

住宅政策の総合的な指針である「住生活基本計画」

の推進

計画的な住宅・宅地の供給促進

② 良好な住環境づくり

◎居住誘導区域内の人口確保とコンパクトなまちづ

くりの推進

高齢者や障害者に対応した住宅改修・改善への支

援

既存住宅の耐震化率の向上

③ 市営賃貸住宅の充実

公営住宅等長寿命化計画に基づく既存ストックの

有効活用

住戸のバリアフリー化や省エネ対応の促進

6 交通体系の充実
① 鉄道利用の利便性の向上

◎「あいの風とやま鉄道」利用者に対する利便性向

上への対応

◎石動駅周辺の駐車場利用によるパーク＆ライドの

促進

北陸新幹線の全線整備の促進

新幹線利用者に対する利便性向上への対応

② 市営バス等運行体制の維持・充実

◎市営バスの路線・ダイヤ改正による利便性向上

低床バスの導入など、高齢者や障害者が利用しや

すい環境の整備

市営バスの利用拡大に向けた広報活動の実施

市営バスと他公共交通機関との接続強化

石動駅前・駅南の特性を生かした市営バスのダイ

ヤ編成

③ その他の交通サービスの充実

高速路線バスの運行促進

運転免許証返納者の公共交通利用促進

ノーマイカー運動の推進

7 地域情報化の推進
① 情報ネットワーク基盤の整備

◎ Wi-Fi の設置の推進

情報通信設備の整備による保険・医療・福祉分野

等の行政サービスの向上

公共施設間の情報ネットワーク化の推進

ＩＴ対応人材の育成

マイナンバーカードを使ったサービスを利用する

ための基盤の整備

情報セキュリティの強化

光ファイバー通信網未整備地区への対応

② 情報ネットワークの活用

◎使いやすい電子申請システムの整備などによる電

子自治体の推進
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学校教育や生涯学習等における情報教育の充実

ホームページの活用によるインターネットの利用

促進

市ホームページ、ＳＮＳの適時適切な更新による

正確で迅速な情報提供

③ ケーブルテレビ事業の推進

市ホームページ等と連携した行政及び災害情報等

のデータ放送による番組提供

ライブ放送の実施や速報化の推進

市民の意見を反映した番組作り

放送設備や撮影機材の充実と新技術への対応

番組等のＰＲ啓発による加入促進

8 観光の振興
① 観光資源の整備・活用

◎倶利伽羅県定公園や稲葉山・宮島峡県定公園の環

境整備

◎「和」の地域資源やメルヘン公共建築など観光資源

のブラッシュアップと新たな素材の発掘及び開発

◎滞在型、着地型を含む広域観光ルートの開発

◎企業と連携した産業観光ツアーの開発促進

伝統行事・イベントの拡充による観光客の誘致

散居村やメルヘン建築等の景観保存

② 観光受入態勢の充実

観光案内看板の整備等による観光案内機能の充実

各種観光情報の多言語化や Wi-Fi 環境の整備等に

よる外国人観光客の受入態勢の充実

観光協会との連携強化

観光ボランティアの育成

市民の観光客に対するおもてなしの気持ちの醸成

と郷土愛の育成

③ 観光誘客・ＰＲの充実

◎大河ドラマや映画などのフィルムコミッションの

設立

観光情報の国内外への発信につながる観光ポス

ターやパンフレットの作成

首都圏・中京圏・関西圏をターゲットにした観光

客誘致

観光ＰＲ動画の作成とＳＮＳ等を活用した情報発信

9 地域間・国際交流の推進
① 地域間交流の促進

姉妹都市沼田町との交流推進

金沢市及び津幡町との交流推進

市民が相互に交流できる機会の拡充

主体的に交流活動を行う市民団体への支援

東海地方など新たな市町村交流の展開

② 国際交流の推進

◎青少年の海外研修事業等への協力

国際交流の関係団体への支援

③ 多文化共生の推進

◎多文化共生に対する理解を深めるための学習・研

修会の実施

市内在住外国人との国際交流イベントによる交流

機会の拡充

生活ガイドブックや標識等への外国語表記の推進

外国人労働者を雇用する事業所への支援

市内在住外国人に対して日本語を学ぶ機会の提供

10移住・定住の促進
① ＵＩＪターンの促進

◎移住・定住を促進する各種助成制度の充実

◎空き家・空き地情報の提供など、住まいに関する

相談体制の充実

移住・定住に関する相談体制（おやべ定住支援セ

ンター）の充実

おやべ定住支援センターを核とした移住・定住に

関する組織内の連携の推進

② 地域における受入体制の確立

移住受入モデル地域の指定に関する周知と支援

移住を支援する企業や団体数の増加とそのネット

ワーク化及び連携体制の確立

③ おやべ暮らしの魅力発信と情報提供

◎大都市圏における移住セミナー等への参加や本市

での移住体験ツアー等の開催

◎ふるさと納税等を通じた関係人口の増大

移住・定住人口増に向けた積極的・戦略的な情報

発信の推進

おやべ型二地域居住のあり方の検討

④ 地域おこし協力隊の受入推進

地域おこし協力隊の受入体制の推進

地域おこし協力隊による情報発信や地域活動の支援

移住者目線での施策提案の募集

未来にやさしい環境と
安全安心に暮らせるまち

基本目標

３

1 地球温暖化防止活動の推進
① 自然環境の保全

自然環境ふれあい教育などによる自然保護意識の

啓発

広域的連携による自然景観の保全

大気や河川水の定期的な監視による良好な自然環

境の保全
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絶滅危惧種の動植物の生息地の保全

② 温室効果ガス排出量の削減

温室効果ガス排出量の削減に対する市民意識の啓発

小中学校での環境教育の推進

本市が有する公共施設の温室効果ガス排出量の削減

省エネルギー設備等の導入・促進

エコ製品の利用啓発促進

③ エネルギーの有効活用

◎自然エネルギーの利用促進

省エネルギーへの取組に対する支援

バイオマスエネルギーの利用促進

ペレットストーブの導入支援

2 豊かな森の保全・活用
① 森林資源の適正な管理

◎里山の整備など森を守り育てるシステムの構築

森林組合との連携による森林整備の推進

適正な森林管理による自然環境の保持充実

風雪被害森林の整備

森林境界明確化による森林管理の適正化

② 森林資源の育成・活用

◎市産材を活用した住宅建築などへの支援

森林ボランティアの育成及び確保

無花粉スギの普及

林業担い手への支援

③ 治山対策

保安林の指定整備

山地崩壊防止対策の推進

④ 生態系の保護

野生生物の保護

人と野生生物との共生のための森林整備の推進

3 雪に強いまちづくりの推進
① 道路除排雪の充実

除雪機械の整備

本市や民間の除雪機械及びオペレーターの確保

歩道除雪の促進

地域と連携した除排雪活動の推進

② 消雪施設の整備

◎消雪施設リフレッシュ事業の推進

消雪施設維持管理の充実

消雪施設の整備

③ 地域ぐるみの除排雪体制の充実

◎地域が主体となった地域ぐるみの除排雪体制の充実

地域住民の参加による除雪ボランティア活動の促進

4 生活環境の保全
① ごみの収集・処理体制の充実

一般廃棄物の適正な収集による快適な生活環境の

確保

環境センターの利用環境の向上

② 循環型まちづくりの推進

◎食品ロス削減に関する周知・啓発活動の推進

◎ごみの発生抑制（リデュース）や有効活用（リユー

ス）、再生利用（リサイクル）を意識した３Ｒの

取組の周知

一般廃棄物の再資源化・減量化の推進　

市民によるリサイクル活動の推進

不燃物処理場における埋立処分量の減量化の促進

③ 環境衛生と美化推進

美化意識の啓発活動の推進

不法投棄の防止対策の強化

学校や家庭における環境美化教育の推進　

県土美化推進運動に対する支援強化

④ 公害の防止対策の推進

公害防止に向けた指導及び監視体制の強化

公害発生源の把握と実態調査の強化

モニター制度を活用した市民による監視体制の推進

5 防災・危機管理体制の充実
① 防災体制の充実

◎自主防災組織の育成・強化

地域における避難行動要支援者の支援体制の充

実・強化

市防災訓練の定期的な実施

市民への災害情報伝達手段の充実・強化

民間企業・団体との災害時応援協定締結の推進

防災士の育成・活用

社会福祉施設、学校等の要配慮者利用施設の避難

確保計画策定に対する支援

食料などの供給・備蓄体制の充実

② 防災施設の充実

◎市役所本庁舎の耐震化等防災拠点の充実・強化

新たな浸水想定区域図に基づく緊急避難場所等の

見直し

地域の実情に即した避難所の配置と耐震化等の推

進

③ 災害に強いまちづくり

活断層を始めとする災害危険箇所の実態把握と監

視体制の強化

砂防関係施設の整備など土砂災害対策の推進

災害時の輸送路や広域応援体制に対応できる道路

網の整備
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市街地の雨水排水施設の整備

国・県・市管理の河川の計画的改修の促進

住宅耐震補強への補助の継続実施

④ 危機管理体制の充実

国民保護訓練の実施

広報等による危機管理意識の啓発

県・警察・消防・学校・自治会等との連携による

情報提供体制の充実

6 消防・救急体制の充実
① 消防・救急関連施設・設備の充実

消防ポンプ自動車、小型動力ポンプ等の消防機械

器具等の計画的な整備・更新

大規模な地震や災害等に備えた消防水利の確保

防火衣など消防団員の安全装備品の整備・充実

② 消防力の充実・強化

◎消防団サポート事業の充実等による消防団員の確

保及び消防団の活性化

自衛消防組織の育成

機能別消防団員の確保

③ 火災予防の推進

講習会等啓発活動の推進

防火意識の啓発や広報活動の充実

住宅用火災報知器の設置促進及び維持管理の徹底

④ 救急・救命体制の強化

富山県ドクターヘリや医療機関との連携強化によ

る、迅速かつ的確な救急体制の充実

救急講習や出前講座による救急対応の充実・強化

救急装備品等の計画的な整備・更新

7 交通安全対策の充実
① 交通安全活動の充実

◎交通弱者の子どもや高齢者に対する交通安全教育

等の実施

市民総ぐるみのマナー向上及び交通安全意識の高揚

警察及び関係機関との連携による交通安全キャン

ペーンなどの安全運動の実施

ケーブルテレビやメール配信等を活用した啓発活

動の強化

高齢者運転免許自主返納事業の周知

交通事故被害者に対する救済制度の周知・啓発

② 交通安全施設の充実

街路灯（防犯灯）や反射板、ガードレールなどの

交通安全施設の整備

歩道整備や路肩改良等の推進

交差点改良の推進

8 犯罪をおこさせないまちづくりの推進
① 安全なまちづくり推進センターの充実

地区安全なまちづくり推進センターへの支援強化

小矢部市安全なまちづくり推進センターと防犯関

係団体との連携強化

② 防犯意識の高揚

◎市民、警察、防犯協会及び行政が一体となる地域

ぐるみの防犯活動の推進

防犯講習会の実施

防犯意識啓発のための広報活動の推進

メール配信等による危険情報の提供

③ 犯罪の防止

登下校見守り隊や青色パトロール隊等の自主防犯

パトロール活動の活性化

青少年犯罪の防止のための地域・学校・家庭の連

携強化

犯罪を未然に防ぐための防犯カメラ、防犯灯等の

設置推進

警察との連携強化

④ 消費生活の安全の確保

消費生活相談体制の充実

消費生活グループの活動支援

消費者の自立支援を図る消費者教育・啓発活動の

推進

消費生活に関する危険情報の提供

市民と行政が協働して
自治体経営を支えるまち

基本目標

４

1 市民と行政との協働の推進
① 市政への参画機会の拡大

市民と行政が協働で活動するためのルールづくり

タウンミーティングなど行政と意見交換する機会

の提供

各種委員会等の委員公募やパブリックコメントの

実施

自治会連合会を始めとした各種団体との連携強化

② 市民活動の促進

◎市民税１％を財源とした市民活動支援事業「おや

べ型１％まちづくり事業」の推進

市民ボランティア活動やＮＰＯ法人設立・活動へ

の支援

市民活動をサポートする拠点の確保・充実

市民活動における優良事例紹介による啓発

③ 協働を推進する環境の整備

ボランティアセンターとの連携強化
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まちづくり市民組織への支援

ボランティアリーダーの発掘・育成及びボラン

ティアサポーターの養成

④ コミュニティ活動の促進

◎個性豊かで持続可能な地域づくり活動の推進

地域リーダーの育成

コミュニティ活動に必要な施設・設備の充実

2 男女共同参画社会の推進
① 男女平等意識啓発の推進

家庭・地域・職場における男女共同参画の推進

男女平等意識の普及・啓発

学校における男女平等教育の促進

② 男女共同参画推進体制の充実

◎本市が設置する審議会等への女性参画の拡大

「男女共同参画プラン」の着実な推進

市男女共同参画推進員活動の支援

③ ワーク・ライフ・バランスの推進

◎事業所に向けたワーク・ライフ・バランスや多様

で柔軟な働き方等の啓発

仕事と家庭の両立支援の推進

子育て支援・介護支援施策の推進

3 人権の尊重
① 人権教育・啓発の推進

生命の大切さや人権の尊重などを学ぶことの啓発

地域や学校等における学習会及び講演会の開催

広報・ケーブルテレビの活用による人権意識の啓発

② 相談体制の充実

人権問題・法律問題・行政問題に対する相談体制

の充実

ドメスティックバイオレンス（ＤＶ）に特化した

相談体制の充実

③ 人権擁護対策の強化

関係機関と連携した被害者の速やかな保護と支援

相談員によるカウンセリングの実施

子どもや高齢者等への虐待及びいじめへの対応強化

4 開かれた市政の推進
① 広報・広聴の充実

市民満足度調査の実施による市民ニーズの把握

分かりやすい広報紙や市政に関する説明書の作成

様々な情報発信手段を活用した行政情報の提供

市長への手紙など市民から直接意見を聴く機会の

充実

市政出前講座「めるへん市民塾」の講座内容の充実

② 情報公開の推進

パブリックコメントの推進

市民への情報提供の充実

ケーブルテレビやインターネットの活用による議

会中継の充実

情報公開制度の周知や制度の適切な運用

情報セキュリティポリシーの徹底

情報資産の適正な管理による個人情報の保護

5 持続可能な自治体経営の確立
① 市民サービスの向上

きめ細かな応対や適切な接遇が身につく本市職員

を対象とした研修の企画・実施

マイナンバーカードを活用した電子申請の導入

オープンデータの活用の推進

② 効率的かつ透明性のある行財政経営の推進

◎長時間労働の是正と業務の効率化の推進

事務事業評価結果の予算編成への反映

統一的な基準による財務書類の作成に基づく適正

かつ公正な財政経営の確保

③ 職員の資質向上と組織の活性化

直面する行政課題に的確に対応できる組織体制の

構築

人事評価制度と連動した研修の実施による中長期

的な人材育成

職員の資質向上と技術向上のための研修・講座の

充実

職員提案制度の推進

④ 広域行政・事業連携の推進

◎「とやま呉西圏域都市圏ビジョン」に掲げる連携

事業の推進

◎「大学コンソーシアム富山」など高等教育機関と

の連携推進

広域行政の推進及び体制の整備

高度化・多様化する行政課題への対応を目的とし

た近隣自治体との連携強化

⑤ 納税環境の充実

多様な納付手段の確保

納税貯蓄組合と連携した情報発信等による納税意

識の高揚

小中学生を対象とした租税教育の推進

⑥ 公共施設等の適正な配置と効率的な維持

管理の実施
◎公共施設等総合管理計画に基づく公共施設の再編

や長寿命化の推進

指定管理者制度やＰＰＰ／ＰＦＩなど民間活力の

導入推進

公有財産の利活用の推進
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人をすこやかにはぐくむ教育
と歴史文化がいきづくまち

基本目標

５

1 学校教育の充実
① 確かな学力を育む教育の推進

◎授業力向上と確かな学力の育成

◎読書活動・福祉・環境・国際理解・英語教育・情

報教育の推進

特別の支援を必要とする児童生徒への適切な教育

の充実・推進

円滑な就学を図るため保育所・認定こども園、小

学校、中学校の連携推進

経済的な理由による就学困難者への就学支援の推

進

② 健やかな心身を育む教育の推進

◎ふるさと教育・キャリア教育・体験学習・芸術文

化活動の推進

社会性・自立心・規範意識・思いやりの心を育む

教育の推進

自己実現に向けて主体的に取り組む児童生徒の育

成

児童生徒指導及びいじめ・不登校等への対応と相

談支援体制の充実

人権教育・平和教育・主権者教育の推進

体力づくり・健康教育及び食育の推進

中学校部活動等の適切な推進

安全安心な学校給食の提供

家庭・ＰＴＡ・地域との連携推進

③ 多様なニーズに応える教職員の育成

◎校内研修・個人研修・派遣研修の充実と効果的な

研修の推進

教員の情報活用能力向上と教材開発の推進

教員多忙化解消の推進

④ 安全安心な学校づくりと学校教育環境の

整備
◎学校施設の長寿命化計画の策定及び計画的な改修

並びに教材備品の整備・充実

学校防災体制の整備・推進

安全教育の推進と安全管理の徹底

通学等の安全確保

学校給食センターの施設整備

⑤ 小中学校規模適正化の検討と対応

◎将来的な児童生徒の減少推計を踏まえた適正な学

校規模の検討と対応

⑥ 高等学校との連携推進

高等学校との連携と特色ある教育の推進

2 青少年の健全育成
① 健全な育成環境の整備

少年補導員等を中心とした街頭補導やパトロール

の実施と非行防止活動の展開

青少年育成小矢部市民会議等の青少年育成団体相

互の連携強化

県青少年育成県民運動推進指導員を中心とした有

害環境の浄化活動の推進

② 青少年活動の充実

◎青少年が活動しやすい「（仮称）石動コミュニティ

プラザ」の施設整備

ボランティア活動等の社会参加機会の充実

自然体験や多世代交流などの公民館事業の充実に

よる地域が子どもに関わる機会の充実

青少年の興味や関心に応じた青少年の健全育成団

体等の活性化

青少年のニーズに応じた各種講座の開設

③ 家庭教育の拡充

◎「親学び講座」の充実と参加促進

家庭教育における課題の情報共有と課題解決のた

めの学校とＰＴＡの連携強化

親子でのボランティア参加や自然体験活動機会の

拡充と参加促進

3 生涯にわたる学習活動の推進
① 生涯学習推進体制の充実

市民の多様な学習ニーズに対応した仕組みづくり

「市民せんせい」等の地域人材の発掘と活用

講座で得た知識や経験を活かせる機会の拡充

公民館における運営体制の充実

② 公民館を拠点とした地域の学習活動の充実

公民館の計画的改修と設備の充実

公民館職員の育成

公民館サークルの活動支援・充実

公民館における地域の特性を活かした活動の推進

子ども又は親子を対象とした自然体験活動の推進

「地域おやべっ子教室推進事業」の充実

「通学合宿事業」の拡大

③ 生涯学習活動内容の充実

◎地域の歴史、文化、自然、産業等の活用により地

域への愛着心を育てる学習活動の推進

全ての市民のライフステージに応じた学習機会の

確保

市民のニーズに対応した各種学級、講座の開設

市ホームページ、ケーブルテレビ等のメディアを

活用した情報の提供

関係行政機関との連携と広域的な情報収集及び提

供
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地域間の交流を深めるための生涯学習活動の推進

生涯学習校としての県立高等学校等の利用促進

(県民カレッジ「教養講座」との連携)

家庭、地域の教育力向上に向けた取組の充実

④ 生涯学習環境の充実

◎新図書館の整備及び図書館管理新システム構築と

利用しやすい運営管理

総合会館、勤労青少年ホーム、石動コミュニティ

センター及び市民活動サポートセンターの統合施

設である「( 仮称 ) 石動コミュニティプラザ」の

整備と適切な運営管理

ブックスタート事業等の読書活動の継続と図書館

を拠点とする活動の促進

4 生涯スポーツの促進
① 生涯スポーツ活動の充実

◎保育所・認定こども園における体力向上支援事業

の拡充

生涯スポーツプランに基づく生涯スポーツ推進体

制の推進

年齢や体力に応じた健康づくりのためのスポーツ

活動の推進

青少年のスポーツ活動の支援強化及び競技力向上

の推進

参加者のニーズに合わせたスポーツイベントの拡充

総合型地域スポーツクラブ事業の推進

（公財）小矢部市体育協会の組織強化及び各種ス

ポーツ団体との連携充実

スポーツに関する情報提供の充実

「地域スポーツの日」の推進

全国的スポーツ大会及びイベントの誘致

わがまちスポーツ（ホッケー競技）の推進及び活

動支援

② 生涯スポーツ施設の充実
◎スポーツ施設の計画的な整備改善

指定管理者制度を活用した効果的・効率的な施設

管理運営の推進

市民に親しまれるウォーキングコースの整備充実

地区運動施設の計画的な改修

リフレッシュや健康づくりに向けたスポーツ環境

の充実

民間スポーツ施設との連携による施設の有効活用

③ 指導者の育成と指導体制の充実

若手指導者の発掘及び育成事業への援助

スポーツ指導者の講習及び研修機会の拡充

（公財）小矢部市体育協会、ＮＰＯ法人おやべス

ポーツクラブ、小矢部市スポーツ推進委員協議会

の連携推進

5 芸術・文化の振興
① 芸術・文化活動の促進

◎児童生徒を始め市民の美術活動の拠点としての

アートハウスおやべの企画の定着化と充実

市民が芸術に触れる機会の拡充

芸術祭開催や個展・グループ展等の開催支援、活

動の場の確保等による市民の芸術・文化活動の育

成・支援

芸術・文化団体の活動支援

クロスランドおやべ・アートハウスおやべでの特

徴的かつ魅力ある企画による全国への情報発信

② 文化施設の適切な管理運営と利用促進

クロスランドおやべ・アートハウスおやべの適切

な維持管理

クロスランドおやべ自主事業の推進による文化交

流の更なる活性化

クロスランドおやべの様々な機能を活かした貸館

利用の促進

③ 文化施設の計画的な改修

◎長寿命化計画に基づくクロスランドおやべの計画

的な改修

6 歴史遺産・文化財の保存と活用
① 文化財等の理解・関心を高めるための活

用策の推進
年齢層に対応した企画の計画的かつ継続的な実施

展示施設の定期的なリニューアルとＰＲ強化及び

施設を核として活用する企画の実施

山城跡や古墳・天然記念物・大谷博物館等を活用

した企画の継続的な実施

文化財説明板の適切な管理

文化財・史跡を活用した市民活動の育成・支援

文化財保護審査委員会等による調査等の継続実施

文化財等の企画展示やイベントに関する情報発信

② 文化財や伝統文化等の継承への支援

◎祭り・行事等の伝統文化への継承支援策の推進

文化財の種別ごとの現状把握調査

関係団体等への現状の聞き取り調査等による実態

把握

現状に即応した文化財保護事業補助金要綱の見直

しなど効果的な支援の実施

③ 桜町遺跡の活用推進

◎桜町ＪＯＭＯＮパークやふるさと歴史館の活用推

進

空き施設の活用も含めた展示と収蔵を兼ね備えた

統合的な施設の整備・検討

国重要文化財指定へ向けた取組の推進
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心がやすらぐ健康とあたたかな
福祉で支え合うまち

基本目標

６

1 地域医療体制の充実と健康づくりの推進
① 地域医療の充実

◎医療機関の医師・看護師不足に対する取組への支援

市内で安心して子どもを産み育てる環境づくりへ

の支援

関係機関との連携による地域医療体制の整備

安心して住み慣れた地域で過ごすことができる地

域包括ケアシステムの構築

北陸中央病院の機能強化の促進

② 救急医療体制の充実

◎砺波地域消防組合と医療機関との連携による救急

救命体制の強化

砺波医療圏における二次救急医療体制の充実

休日・夜間の診療体制の充実

救急医療に対する市民の正しい理解や認識を深め

るための普及啓発

③ 健康管理体制の強化

◎健康管理データの効果的な活用に向けたシステム

の整備

保健師・管理栄養士等専門職員の充実

県と連携し、地域の保健・医療・福祉の包括的な

サービスが提供できるよう、行政機関と関係機関

等が有機的に連携する体制の構築

④ 各世代に応じた健康増進事業の充実

◎がん検診・特定健康診査受診率の向上

◎ライフステージに応じた健康教育や健康相談等の

充実

生活習慣病予防や歯科保健、たばこの害に関する

知識の普及と情報提供

多様な健康問題等に対応するための臨床心理士等

専門スタッフの充実

地域・職域における健康管理の指導及び啓発の強化

⑤ 心の健康づくりの推進

◎うつやひきこもり等の心のケア全体に関する啓

発・相談体制の充実と関係機関との連携推進

地域における心のケア組織への支援

ゲートキーパー養成研修等、自殺対策における知

識の普及啓発

⑥ 健康づくり活動の推進

年齢や健康状態に応じた運動指導と運動機会の確

保

健康づくりボランティアの育成及び支援

健康づくりに関する情報の提供の充実

健康づくりに関する調査による市民ニーズの把握

2 社会保障の充実
① 介護保険制度の適正かつ安定的な運営

介護保険給付の適正化と効果的な利用推進

砺波地方介護保険組合の運営体制の充実

② 国民健康保険制度の適正かつ安定的な運

営
健全で安定的な事業運営の推進

保険税納付率向上に向けた環境整備の促進

医療費適正化に向けた保健指導や疾病予防対策の

取組の強化

③ 後期高齢者医療制度の適正かつ安定的な

運営
保険料納付率向上に向けた取組の強化

富山県後期高齢者医療広域連合との連携体制の強

化

疾病予防対策の取組による医療費適正化の推進

④ 国民年金制度の普及・啓発

若年者を対象にした国民年金制度の普及・啓発活

動の推進

国民年金制度への理解と加入促進を図るための制

度の周知と相談体制の充実

⑤ 生活支援制度の充実と自立の助長

◎生活困窮者自立支援事業の支援体制の充実

ケースワーカー等による生活保護相談・指導体制

の充実と自立支援の推進

社会福祉協議会、ハローワーク等の関係機関との

連携による生活保護制度の適正な運用

3 地域ぐるみ福祉の推進
①「福祉の心」の醸成

障害を理由とする差別を解消するための措置など

の対応についての啓発推進

障害と障害者への理解を深めるための早期教育や

福祉ボランティア体験機会の拡充など学校教育や

社会教育での福祉教育の推進

② 地域福祉活動の促進

市社会福祉協議会・地区社会福祉協議会の活動支

援

民生委員児童委員協議会等関係団体との連携の強

化

避難行動要支援者の地域での見守り体制・緊急時

支援体制の充実

社会福祉法人、ＮＰＯ等による福祉活動への支援

と協働の推進

福祉サービスの質の向上のための支援の充実

地域の保健・福祉活動拠点としての総合保健福祉

センターの機能充実



38　第７次小矢部市総合計画（概要版）

③ 福祉ボランティア活動の促進

ボランティアセンターの機能強化とボランティア

連絡協議会の支援

福祉ボランティアの育成とボランティア活動の支

援

④ 福祉のまちづくりの推進

◎地域住民が参画し、あらゆる世代や分野がつなが

ることで創られる地域共生社会の推進

建築物、公共交通機関、道路等生活環境等のバリ

アフリー化の推進

福祉避難所の設置の推進や災害時における高齢者

や障害者等の避難行動要支援者への地域支援体制

の充実

成年後見センターの共同運営

福祉を担う人材の確保

4 結婚支援の推進
① 結婚活動への支援

◎結婚を希望する独身男女の出会い・交流機会の創

出

◎「おやべの縁結びさん」の活動への支援の充実

◎各種団体等による結婚支援活動の推進

◎思春期からのライフプラン教育の充実

◎婚活セミナー（講座）の開催

「おやべの縁結びさん」の育成

市・ボランティア・事業所・各種団体など支援体

制の整備

結婚に対する情報提供の推進

広域的な結婚支援活動の推進

② 結婚新生活への支援

◎民間賃貸住宅家賃助成などを通した結婚新生活へ

の経済的支援

5 妊娠・出産・子育て支援の充実
① 妊娠・出産への支援

◎母子保健事業の充実

◎不妊・不育症に悩む人への支援

◎市内で安心して子どもを産み育てる環境づくりへ

の支援

妊娠期から育児まで切れ目ない支援等に対応する

「子育て世代包括支援センター」の設置・運営

② 子育て支援の充実

◎子育て世帯や多子世帯への経済的負担軽減の推進

◎放課後児童クラブ事業等の充実

◎三世代同居・近居による子育ての推進

家庭・地域の「子育て力」の向上に向けた取組の

推進

ファミリー・サポート・センター事業の推進

子育て支援センターにおける育児相談や情報交換

等の育児支援

家庭児童相談員等による子育て相談の充実

ことばの教室における支援を必要とする子どもや

その保護者に対する相談・指導

地域、放課後児童クラブ等で活動する子育てボラ

ンティアの育成と連携の推進

児童クラブ等の児童育成団体の活動充実

安全な遊び場の確保・整備

仕事と子育ての両立支援の推進

③ ひとり親家庭等への支援

◎移住し子育てをするひとり親家庭の母への支援

各機関・地域の連携によるひとり親家庭等の相談・

支援体制の充実

各種資金貸付制度等の有効活用と児童扶養手当や

医療費助成等による生活の安定化支援

母子父子自立支援員や事業所・ハローワークとの

連携などによる経済的自立の促進

④ 子どもの権利の擁護

◎子どもの貧困対策の推進

地域の連携による児童が安全かつ安心して過ごせ

る地域社会づくりの推進

児童虐待等の防止・早期発見・迅速な対応の推進

学校・保育所・認定こども園・各公共施設等での

安全管理・防犯対策の徹底

6 就学前教育・保育の充実
① 教育・保育の質の向上

◎家庭・地域・保育所・認定こども園における子育

て支援の充実

◎子育て支援センターの活用と充実

保育所・認定こども園と小学校との連携強化や研修

会の開催等による幼児教育の知識と手法の共有化

食育の推進

適切な保育担当職員数の確保、研修の拡充等によ

る職員の資質向上

公立・私立施設間の情報交換促進による市全体の

教育・保育内容の向上

② 保護者の多様なニーズへの対応

◎休日保育、一時保育、延長保育、病児・病後児保

育など、多様な保育ニーズに対応できる保育サー

ビスの充実

多様な保護者のニーズに対応した施設の整備や運

営の検討

一人ひとりの子どもの発育・発達に応じ、その育

ちを大切にした的確な保育の推進
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保護者との信頼関係を築き、保護者の子育てを支

援する保育の推進

適切な保育環境の形成充実に向けた保育施設整備

の推進

7 障害者及び障害児福祉の充実
① 障害の早期発見と対応の充実

◎発達障害等、多様化する障害についての正しい理

解の促進に向けた啓発活動の推進と相談・支援体

制の充実

子どもの多様な健康問題や障害の早期発見並びに

医療機関、療育機関及び教育機関等との相互連携

の強化

幼児健診や相談会における専門職配置の充実

「子育て世代包括支援センター」の設置及び周知

必要な療育環境を提供できる体制づくりの推進

障害の原因となる傷病予防及び障害の重度化・重

複化予防の推進

② 障害のある人の権利擁護

成年後見制度、日常生活自立支援事業の周知と推進

障害を理由とする差別解消の推進

小矢部市障害者虐待防止センター（障害者虐待相

談窓口）による虐待防止への取組強化

③
障害者福祉サービスの提供基盤の整備充

実
生活を支える各種の手当・年金、自立支援給付・

医療制度、地域生活支援事業等の福祉サービスの

充実

障害のある人の地域生活を支援するサービス事業

所整備の推進

医療費助成等における障害種別によるサービスの

平準化

④ 自立と社会参加の促進

◎福祉事業所、公共職業安定所（ハローワーク）等

との連携による就労支援の充実

障害者相談員、民生委員児童委員、ボランティア

等との連携による地域での日常生活や社会参加活

動の支援

障害者団体連絡協議会を始めとする障害者関係団

体の活動支援と交流の推進

富山県ひきこもり地域支援センターや富山県発達

障害者支援センターとの連携

インクルーシブデザインの考え方に基づき、施設

整備を行う事業所・企業等への支援

⑤ 障害者福祉の総合的な取組の推進

◎地域生活支援拠点等の整備

砺波地域障害者自立支援協議会による障害福祉の

支援システムづくりの推進

障害のある人に対応した地域包括ケアシステムの

構築

障害理解についての出前講座や市防災訓練等によ

る共生社会の実現に向けた地域住民の理解促進

障害のある人の避難誘導、保護、安否確認等災害

時における対応

障害のある人とともに行う共生型スポーツの推進

8 高齢者福祉の充実
① 超高齢社会への対応

◎移動手段の充実と就労機会の拡大

学習・スポーツ・ボランティア活動機会の拡充

超高齢社会への総合的な体制づくり

高齢期のライフプランづくりや健康づくりの推進

② 生きがい対策の充実

老人生きがいセンターにおける学習・文化活動の

推進

高齢者の体力に応じた軽スポーツの普及推進

シルバー人材センターの活動の促進

ふれあいいきいきサロン事業の推進

保育所、認定こども園、学校及び地域での多様な

交流機会の促進

生涯学習における高齢者人材の活用の促進

老人福祉センター及び高齢者健康交流センターの

利用促進

③ 高齢者組織への支援

長寿会の友愛訪問など高齢者相互の支え合い活動

の促進

長寿会活動への支援

地域の高齢者による生活支援サービスの展開

④ 地域包括ケアシステムの推進

◎介護予防・日常生活支援総合事業の推進

認知症施策と権利擁護体制の推進

介護サービス事業者との連携によるサービスの充

実

介護保険施設等の在宅サービス機能の充実

地域包括支援センターによる医療・介護の連携強

化とサービスの充実

地域包括支援センターによる介護相談・高齢者虐

待等総合相談・指導体制の強化

民生委員児童委員、地区社会福祉協議会、ボラン

ティア、地域住民等との連携による地域ケア体制

の充実

介護を担う人材の確保

⑤ 施設サービスの充実

地域密着型サービスの整備促進（認知症対応型共

同生活介護・小規模多機能型居宅介護・地域密着

型特定施設入居者生活介護等）



小 矢 部 市 民 憲 章

小 矢 部 市 民 歌

朝明けの輝く雲に

１　朝明の　かがやく雲に

　　砺波山　みどりは冴えて

　　はばたくは　若き希望よ

　　ふるさとの　明日の行くてに

　　あかあかと　光かざそう

　　おお　小矢部　市民　われら

２　遠い世の　歴史のあとを

　　小矢部川　流れゆたかに

　　幸みのる　砺波平野よ

　　勤労の　歌もあかるく

　　そよ風に　肩を組もう

　　おお　小矢部　市民　われら

３　青空に　声ひびかせて

　　生産の　喜びがわく

　　新しき　文化をここに

　　人の和の　まことかかげて

　　うるわしき　虹を呼ぼう

　　おお　小矢部　市民　われら

くりからのみどりと小矢部の清流にはぐくまれたわたしたち小矢部市民は、

美しい自然と伝統に大きな誇りと責任を感じ、

平和でゆたかな郷土をつくるために、この憲章を定めます。

1．…わたしたちは　たがいに助けあい、だれにも親切にします。

1．…わたしたちは　心のかよう、明るい家庭をつくります。

1．…わたしたちは　健康で働き、ゆたかなまちをつくります。

1．…わたしたちは　きまりを守り、きれいな住みよいまちをつくります。

1．…わたしたちは　教養を高め、文化のまちをつくります。



小矢部市イメージソング
小矢部市が持つ様々な魅力を市内外の多くの人に発信するため、市民の皆さんから募集し

た歌詞フレーズを参考に、シンガー・ソングライターの高原　兄さんが作詞・作曲を担当し、

2016年度に市イメージソングが完成しました。「小矢部といえばあのメロディー」と覚えて

いただける小矢部らしさ満載の曲となっています。

末永く市民の皆さんに親しんでいただくため、市役所本庁舎の電話保留音として採用して

いるほか、あいの風とやま鉄道石動駅の列車到着メロディとしても導入されています。

小矢部で見つけましょう
作詞作曲：高原兄　編曲：斎藤文護　岩室昌子

　　幸せ探しに　小矢部へどうぞ

小矢部で探しましょう　大切な宝物
小矢部で見つけましょう　素敵なあなたの未来
　（おゃ！おゃおゃ小矢部　おゃ！おゃおゃ小矢部　おゃ！おゃおゃ小矢部）

クロスランドタワーから見下ろす　キラキラ散居村
緑豊かな清らかな街で　友達作ろう
　自然と遊ぼう　稲葉山登ろう　星空が美しく
メルギューくんもメルモモちゃんも元気におでかけ
可愛い街並み　メルヘンの街　お買い物にゆこう
　心ときめく　楽しい時間　冒険の扉開こう

小矢部で探しましょう　大切な宝物
小矢部で見つけましょう　素敵なあなたの未来
（おゃ！おゃおゃ小矢部　おゃ！おゃおゃ小矢部　おゃ！おゃおゃ小矢部）

曳山　獅子舞　夜高行燈　ワクワクお祭り
絢爛豪華な夢とロマンが　小矢部の誇りさ
　伝統文化　燃え上がる魂　守るんだ時代を超えて
木曽義仲の火牛の計は倶利伽羅峠
甦る歴史の風に吹かれて感じてみようよ
　未来に向けて　繋いでゆこうよ　届けたい小矢部の心

小矢部で探しましょう　大切な宝物
小矢部で見つけましょう　素敵なあなたの未来
（おゃ！おゃおゃ小矢部　おゃ！おゃおゃ小矢部　おゃ！おゃおゃ小矢部）

小矢部で探しましょう　大切な宝物
小矢部で見つけましょう　素敵なあなたの未来
小矢部で探しましょう　大切な宝物

小矢部で見つけましょう　素敵なあなたの未来　　素敵なあなたの未来　小矢部！
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未来へつなぐ　しあわせあふれる　まちづくり
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駅前商工会ビル「ＭＥＬＬ　ＢＩＬＬ（める・びる）」

イメージパース

アウトレットモール小矢部三大祭

石動駅周辺整備事業イメージパース 大谷学校区統合こども園イメージパース

倶利伽羅県定公園(火牛の像)


